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T
he term

 K
yoto-kanke-shizoku refers to the low

-level functionaries w
ho served in the Im

perial Court until 1869. T
hey becam

e 
unem

ployed and im
poverished as a result of the M

eiji Restoration. T
he organizations H

eian-gikai and K
yoto-O

hkitsu-zaidan w
ere founded to 

support them
. H

eian-gikai Siryo (the H
istorical M

aterials of the H
eian-gikai) and O

hkitsu-zaidan Siryo (the H
istorical M

aterials of the O
hkitsu-

zaidan) are the m
aterials handed dow

n from
 generation to generation in these organizations. In 2016, these m

aterials w
ere donated to the 

K
yoto Institute, Library and A

rchives. T
his text w

as w
ritten to introduce them

 for being used in the study on the K
yoto-kanke-shizoku.
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
世
以
前
に
お
い
て
朝
廷
に
出
仕
し
て
い
た
官
家
士
族
に
つ
い
て
、

そ
の
近
代
以
降
の
動
向
の
解
明
に
資
す
る
た
め
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所

蔵
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
一
部
を
、
逐
次
翻
刻
・
紹
介

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（
１
）。

そ
の
（
七
）
と
な
る
今
回
は
、
同
史
料
群
の
な

か
か
ら
、
と
く
に
平
安
義
会
の
宣
誓
式
お
よ
び
明
治
天
皇
御
大
喪
に
関
す
る
史
料

を
取
り
扱
う
。

　

平
安
義
会
と
は
、
官
家
士
族
の
救
済
等
を
目
的
と
す
る
団
体
で
、
京
都
在
住
の

旧
官
家
士
族
総
代
た
ち
を
中
心
と
し
て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
五
月
に
設

立
さ
れ
た（
２
）。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
七
月
に
は
、
東
京
在
住
の
伊
丹
重
賢

を
会
長
と
す
る
と
と
も
に
、
平
安
義
会
は
宮
内
省
に
公
認
さ
れ
、
同
年
十
月
に
官

家
士
族
の
子
弟
を
教
育
す
る
平
安
義
校
の
廃
止
が
決
定
す
る
と
、
平
安
義
会
は
官

家
士
族
の
子
弟
に
対
し
て
奨
学
事
業
を
展
開
す
る
団
体
と
し
て
の
性
格
を
確
立
し

て
い
く（
３
）。
伊
丹
会
長
の
死
去
に
と
も
な
い
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月

に
、
同
じ
く
東
京
在
住
の
尾
崎
三
良
が
会
長
と
な
る
と
、
平
安
義
会
の
社
団
法
人

化
が
目
指
さ
れ
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
に
そ
の
認
可
を
受
け
た（
４
）。

ま
た
、
同
年
十
二
月
に
は
、
官
家
士
族
の
別
団
体
で
あ
る
京
都
桜
橘
財
団
も
設
立

さ
れ
る（
５
）。

以
上
は
拙
稿
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る（
６
）。

　

さ
て
、
少
し
時
間
を
戻
す
が
、
尾
崎
三
良
が
会
長
と
な
り
社
団
法
人
化
を
模
索

し
始
め
て
い
た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
十
二
日
、
平
安
義
会
の
奨
学

事
業
が
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
明
治
天
皇
か
ら
の
御
貸
金
三
万
円
や
、

そ
の
後
数
度
に
わ
た
る
下
賜
金
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
設
立
か
ら
十
年

を
迎
え
た
平
安
義
会
に
よ
る
奨
学
事
業
の
意
義
と
成
果
を
、
官
家
士
族
と
そ
の
子

弟
た
ち
に
周
知
す
る
た
め
、
同
会
は
第
一
回
宣
誓
式
を
開
催
し
た
。
な
お
、
平
安

義
会
の
宣
誓
式
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
月
十
八
日
に
第
二
回
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。

ま
た
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、
同

年
九
月
十
三
日
の
東
京
に
お
け
る
明
治
天
皇
御
大
喪
に
続
く
翌
十
四
日
の
伏
見
桃

山
陵
へ
の
埋
葬
に
お
い
て
、
平
安
義
会
会
員
に
相
当
の
御
用
命
を
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
出
て
、
同
会
か
ら
は
二
十
五
名
の
供
奉
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
の
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
に
続
く
伏
見
桃
山
東
陵
へ
の
埋
葬
に
お

い
て
も
、
平
安
義
会
か
ら
数
名
の
供
奉
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
紹
介
し
た
平

安
義
会
の
宣
誓
式
や
、
平
安
義
会
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
へ
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
平
安
義
会
の
宣
誓
式
に
関
す
る
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
か

ら
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
三
）
の
史
料
を
綴
込
ん
で
簿
冊
と
し
た
、『
平
安
義
会

資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
五
」、
お
よ
び
明
治
天
皇
御
大
葬
等
に
関
す
る

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
か
ら
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
史
料
を
綴
込
ん
で
簿

冊
と
し
た
、『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
七
」
の
一
部
を
翻
刻
・

紹
介
し
、
平
安
義
会
が
開
催
し
た
宣
誓
式
や
、
平
安
義
会
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇

太
后
御
大
喪
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
な
情
報
を
提
供
し
た
い
。
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一　
『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
五
・
七
」
の
構
成
と
解
題

　

ま
ず
は
、『
平
安
義
会
資
料
』
所
収
「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
五
」
お
よ
び
「
由
緒

沿
革
誌 

其
ノ
七
」
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
た
目
録
を
引
用
す
る
。

「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
五 
宣
誓
式
ニ
関
ス
ル
書
類
」

　
　
　
　
　
　

目
録

　
　

壱　
　

宣
誓
式
当
日
報
告
書

　
　

弐　
　

宣
誓
執
行
名
簿

　
　

参　
　

学
生
々
徒
及
保
護
者
通
知
名
簿

　
　

四　
　

来
賓
名
簿

　
　

五　
　

役
員
名
簿

　
　

六　
　

其
他
雑
書

「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
七 

御
大
葬
ニ
関
ス
ル
書
類
」

　
　
　
　
　
　

目
録

　
　

壱　
　

悃
願
書

　
　

弐　
　

七
月
二
十
日　

日
出
新
聞
号
外

　
　

参　
　

御
通
夜
之
義
ニ
付
悃
願

　
　

四　
　

上
申

　
　

五　
　

御
大
葬
御
用
待
命
者
撰
抜
方
針

　
　

六　
　

同　

辞
令
御
請
書

　
　

七　
　

御
霊
柩
奉
拝
人
名

　
　

八　
　

総
会
延
期
ノ
通
知

　
　

九　
　

皇
太
后
陛
下
御
大
葬
ノ
供
奉
請
願
書
提
出
ノ
件

　

壱
〇　
　

遙
拝
祝
詞

　

壱
壱　
　

大
喪
儀
桃
山
仮
停
車
場
陵
所
間
鹵
簿

　

こ
れ
ら
に
綴
ら
れ
た
膨
大
な
書
類
の
な
か
か
ら
、
本
稿
で
は
、
平
安
義
会
の
宣

誓
式
や
、
平
安
義
会
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
へ
の
関
わ
り
を
検
討
す

る
上
で
、
特
に
重
要
と
判
断
し
た
二
十
一
点
の
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
全
文
を
翻

刻
・
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
を
新
字
に

改
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
つ
い
て
の
解
題
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
の
「
宣
誓
式
開
催
通
知
」
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月

十
二
日
午
前
九
時
か
ら
挙
行
予
定
の
平
安
義
会
宣
誓
式
に
つ
い
て
、
同
会
会
長
尾

崎
三
良
名
に
よ
り
同
年
五
月
付
で
出
さ
れ
た
開
催
通
知
で
あ
る
。
活
字
印
刷
さ
れ

て
お
り
、
宛
名
の
部
分
は
切
り
抜
い
て
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
二
）
の
「
宣
誓
式
出
頭
通
知
」
は
、
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
に
つ
い
て
、

平
安
義
会
の
役
員
に
対
し
、
当
日
午
前
八
時
に
参
集
す
る
よ
う
同
会
副
会
長
代

理
・
幹
事
の
増
沢
季
的
名
に
よ
り
同
年
五
月
七
日
付
で
出
さ
れ
た
出
頭
通
知
で
あ

る
。
活
字
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
宛
名
の
部
分
は
切
り
抜
い
て
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
三
）
の
「
学
生
宛
宣
誓
式
開
催
通
知
」
は
、
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
に
つ

い
て
、
特
定
の
貸
給
費
学
生
十
名
に
対
し
、
当
日
午
前
九
時
に
参
集
す
る
よ
う
同

会
副
会
長
代
理
・
幹
事
の
増
沢
季
的
名
に
よ
り
同
年
五
月
八
日
付
で
出
さ
れ
た
開

催
通
知
で
あ
る
。

　
（
四
）
の
「
総
代
議
員
宛
宣
誓
式
出
頭
通
知
」
は
、
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
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に
つ
い
て
、
平
安
義
会
の
総
代
議
員
に
対
し
、
当
日
午
前
八
時
に
参
集
す
る
よ
う

同
会
副
会
長
代
理
・
幹
事
の
増
沢
季
的
名
に
よ
り
同
年
五
月
八
日
付
で
出
さ
れ
た

出
頭
通
知
で
あ
る
。
な
お
、
宣
誓
式
お
よ
び
そ
の
前
後
に
お
け
る
段
取
り
が
、
箇

条
書
き
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
は
、
宣
誓
式
の
式
次
第
で
あ
る
が
、
年
月
日
未
詳

の
た
め
、
明
治
三
十
四
年
と
三
十
六
年
い
ず
れ
の
宣
誓
式
の
も
の
で
あ
る
か
は
不

明
で
あ
る
。

　
（
六
）
の
「
宣
誓
式
会
長
訓
示
」
は
、
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
に
お
け
る
会

長
の
訓
示
で
あ
る
。

　
（
七
）
の
「
本
荘
謙
三
郎
答
辞
」
は
、
宣
誓
式
会
長
訓
示
に
対
す
る
学
生
生
徒

総
代
本
荘
謙
三
郎
の
答
辞
で
あ
る
が
、
年
月
日
未
詳
の
た
め
、
明
治
三
十
四
年
と

三
十
六
年
い
ず
れ
の
宣
誓
式
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
（
八
）
の
「
宣
誓
式
当
日
報
告
」
は
、
宣
誓
式
当
日
に
お
け
る
貸
給
費
生
の
報

告
で
あ
る
が
、
年
月
日
未
詳
の
た
め
、
明
治
三
十
四
年
と
三
十
六
年
い
ず
れ
の
宣

誓
式
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
（
九
）
の
「
平
安
義
会
沿
革
」
は
、
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
に
際
し
、
平
安

義
会
の
沿
革
に
つ
い
て
、
同
会
幹
事
の
増
沢
季
的
が
宣
誓
式
当
日
の
同
年
五
月

十
二
日
付
で
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
十
）
の
「
会
長
宛
宣
誓
式
御
臨
席
願
」
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

十
月
十
八
日
に
挙
行
予
定
の
平
安
義
会
宣
誓
式
に
つ
い
て
、
同
会
会
長
尾
崎
三
良

の
臨
席
を
、
幹
事
長
増
沢
季
的
が
同
年
九
月
付
で
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
十
一
）
の
「
浅
田
暢
一
答
辞
」
は
、
明
治
三
十
六
年
の
宣
誓
式
会
長
訓
示
に

対
す
る
浅
田
暢
一
の
答
辞
で
あ
る
。

　
（
十
二
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」
は
、大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

九
月
十
三
日
の
明
治
天
皇
御
大
喪
に
当
た
っ
て
、
同
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
三

日
に
至
る
平
安
義
会
の
動
向
を
書
き
留
め
た
日
記
で
あ
る
。

　
（
十
三
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
悃
願
書
」
は
、
明
治
天
皇
御
大
喪

に
お
い
て
平
安
義
会
会
員
に
相
当
の
御
用
命
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
大
正
元
年
八

月
四
日
付
で
同
会
会
長
服
部
保
親
が
宮
内
大
臣
渡
辺
千
秋
に
宛
て
た
悃
願
書
で
あ

る
。

　
（
十
四
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
報
告
書
」
は
、
明
治
天
皇
崩
御
に

際
し
、
平
安
義
会
と
京
都
桜
橘
財
団
の
理
事
・
評
議
員
等
が
、
大
正
元
年
八
月
四

日
に
奉
訣
式
・
遙
拝
式
を
執
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
平
安
義
会
会
長
服
部
保
親

と
京
都
桜
橘
財
団
理
事
長
小
森
猷
次
が
、
同
日
付
で
平
安
義
会
副
総
裁
男
爵
尾
崎

三
良
に
宛
て
た
報
告
書
で
あ
る
。

　
（
十
五
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
御
高
配
願
」
は
、
明
治
天
皇
御
大

喪
に
お
い
て
平
安
義
会
会
員
に
相
当
の
御
用
命
を
求
め
た
件
に
つ
い
て
、
同
会
副

総
裁
尾
崎
三
良
の
御
高
配
を
賜
り
た
い
と
、
大
正
元
年
八
月
十
日
付
で
同
会
会
長

服
部
保
親
を
含
む
理
事
八
名
が
、
連
署
に
よ
り
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
十
六
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
御
用
待
命
者
撰
抜
方
針
」
は
、
平
安
義
会
会

員
の
な
か
か
ら
、
明
治
天
皇
御
大
喪
の
御
用
待
命
者
を
選
抜
す
る
方
針
に
つ
い
て

取
り
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
畑
道
名
以
下
多
数
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
翻
刻
で
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。

　
（
十
七
）
の
「
明
治
天
皇
御
通
夜
ノ
義
ニ
付
悃
願
」
は
、明
治
天
皇
御
通
夜
（
殯

宮
祗
候
）
に
つ
い
て
、
平
安
義
会
代
表
者
一
両
名
の
祗
候
許
可
を
、
同
会
会
長
服

部
保
親
が
大
正
元
年
八
月
十
二
日
付
で
宮
内
大
臣
渡
辺
千
秋
に
願
い
出
た
も
の
で
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あ
る
。

　
（
十
八
）
の
「
明
治
天
皇
御
通
夜
ノ
義
ニ
付
指
令
第
九
号
」
は
、
平
安
義
会
代

表
者
に
よ
る
殯
宮
祗
候
の
不
許
可
が
、
宮
内
大
臣
渡
辺
千
秋
名
に
よ
り
大
正
元
年

八
月
十
五
日
付
で
伝
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
十
九
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
上
申
」
は
、
明
治
天
皇
御
大
喪
の

御
用
待
命
者
と
な
り
得
る
旧
禁
裏
御
内
（
平
安
義
会
会
員
）
の
総
数
な
ど
に
つ
い

て
、
服
部
保
親
等
四
名
が
大
正
元
年
八
月
二
十
九
日
付
で
京
都
府
知
事
大
森
鍾
一

に
提
出
し
た
人
員
調
書
で
あ
る
。

　
（
二
十
）
の
「
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
悃
願
書
」
は
、
昭
憲
皇
太
后
御

大
喪
に
お
い
て
平
安
義
会
会
員
に
相
当
の
御
用
命
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
四
月
十
五
日
付
で
同
会
会
長
服
部
保
親
が
大
喪
使
長
官
波
多
野

敬
直
に
宛
て
た
悃
願
書
で
あ
る
。

　
（
二
十
一
）
の
「
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
答
弁
願
」
は
、
昭
憲
皇
太
后

御
大
喪
の
御
用
待
命
者
に
つ
い
て
、
各
部
（
第
一
部
か
ら
第
七
部
）
よ
り
公
平
に

選
抜
さ
れ
て
い
な
い
理
由
の
説
明
を
求
め
る
た
め
に
、
小
島
秀
次
郎
等
六
名
が
大

正
三
年
五
月
十
一
日
付
で
平
安
義
会
理
事
に
宛
て
た
答
弁
願
で
あ
る
。

二　

史
料
の
翻
刻

（
一
）「
宣
誓
式
開
催
通
知
」

拝
啓
薄
暑
ノ
候
、
益
御
清
福
奉
賀
候
、
陳
者
本
会
ハ
曩
ニ
会
員
子
弟
教
育
基
金
ト

シ
テ
下
賜
金
ヲ
辱
フ
シ
、
去
ル
廿
六
年
勧
学
部
ヲ
置
キ
、
学
資
貸
給
ノ
方
法
ヲ
設

ケ
、
専
ラ
奨
学
ニ
努
メ
候
処
、
学
生
々
徒
ノ
数
漸
次
増
加
シ
、
現
今
其
数
千
有
余

名
ニ
達
シ
候
ニ
付
、
本
年
ヨ
リ
中
学
已
上
ノ
学
生
々
徒
ヲ
シ
テ

聖
旨
ノ
ア
ル
所
ヲ
知
悉
セ
シ
メ
ン
為
メ
、
来
ル
十
二
日
午
前
九
時
本
会
ニ
於
テ
宣

誓
式
挙
行
致
候
ニ
付
、
奨
励
ノ
為
御
繰
合
セ
、
御
来
会
被
成
下
度
、
此
段
御
案
内

申
上
候
也
、

　
　
　

明
治
三
十
四
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
々
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
爵　

尾
崎
三
良

［　
　
　
　
　
　
　
　

］
殿

（
二
）「
宣
誓
式
出
頭
通
知
」

拝
啓
、
陳
者
本
会
々
員
ハ
子
弟
教
育
ノ
基
金
ト
シ
テ
数
万
円
ノ
下
賜
金
ヲ
辱
フ
シ
、

去
ル
廿
六
年
勧
学
部
ヲ
置
キ
、
上
大
学
ヨ
リ
下
小
学
ニ
至
ル
迄
、
各
種
学
校
ニ
就

学
ス
ル
会
員
子
弟
ノ
学
資
補
助
ト
シ
テ
貸
費
、
給
費
ノ
方
法
ヲ
執
行
候
処
、
右
学

生
々
徒
ノ
数
月
ニ
年
ニ
増
加
シ
、
現
今
ニ
至
リ
テ
ハ
其
数
千
有
余
名
ニ
登
レ
リ
、

依
テ
本
年
ヨ
リ
中
学
以
上
ノ
学
生
々
徒
ヲ
シ
テ
、

聖
旨
ノ
ア
ル
処
ヲ
知
悉
セ
シ
メ
、
尚
ホ
本
会
ノ
基
礎
ヲ
鞏
固
ナ
ラ
シ
メ
ン
為
メ
、

会
長
尾
崎
男
爵
親
シ
ク
臨
場
宣
誓
ノ
式
典
ヲ
挙
行
候
ニ
付
、
来
ル
十
二
日
午
前
八

時
本
会
ヘ
出
頭
可
有
之
、
此
段
及
御
通
知
候
也
、

　
　
　

明
治
三
一
四
年
五
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
副
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

増
沢
季
的
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［　
　
　
　
　
　
　
　

］
殿

［　
　
　
　
　
　
　
　

］
殿

（
三
）「
学
生
宛
宣
誓
式
開
催
通
知
」

拝
啓
、陳
者
今
般
本
会
ニ
於
テ
、大
学
以
下
中
学
并
ニ
同
等
学
校
之
貸
給
費
学
生
々

徒
ニ
対
シ
、
宣
誓
式
ヲ
執
行
可
致
事
ニ
相
成
候
、
依
テ
本
月
十
二
日
午
前
九
時
会

長
臨
席
挙
式
被
致
候
ニ
付
、御
参
列
相
成
度
、此
段
御
案
内
ニ
為
得
貴
意
候
、匆
々

敬
具
、

　
　

追
テ
宣
誓
文
ハ
、
別
紙
之
通
ニ
在
之
候
間
、
壱
葉
御
配
附
ニ
及
候
、

　

明
治
卅
四
月
（
マ
マ
）五
月
八
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
副
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

増
沢
季
的

　

工
学
士　

松
室
重
光
殿

　

工
学
士　

屓
他
倍
造
殿

　

法
学
士　

冨
嶋
元
治
殿　

狛
勇
三
郎
殿

　
　
　
　
　

大
国
弘
吉
殿

　
　
　
　
　

三
宅
俊
之
助
殿

　
　
　
　
　

河
野
通
造
殿

　
　
　
　
　

角
田
隆
殿

　
　
　
　
　

中
大
路
正
雄
殿

　
　
　
　
　

柏
村
猪
三
郎
殿

（
四
）「
総
代
議
員
宛
宣
誓
式
出
頭
通
知
」

拝
啓
、
陳
者
本
会
宣
誓
式
ハ
、
来
ル
十
二
日
午
前
九
時
執
行
ノ
事
ニ
相
成
候
、
就

テ
ハ
左
ノ
件
々
、
及
御
通
知
候
、
尚
当
日
ハ
午
前
八
時
迄
ニ
、
各
員
出
席
之
事
ニ

申
合
セ
相
成
居
候
間
、
乍
御
苦
労
仝
時
斎
迄
ニ
、
御
出
席
御
斡
旋
被
下
度
希
望
度

候
、

一
会
長
尾
崎
男
爵
ハ
、
本
月
出
発
、
海
路
神
戸
ニ
到
リ
、
昨
日
午
後
六
時
五
十
分
、

京
都
七
条
着
ノ
旨
、
今
般
通
知
有
之
候
、
就
テ
ハ
幹
事
議
員
共
可
成
繰
合
セ
、

停
車
場
迄
出
迎
フ
ヘ
キ
コ
ト
ニ
臨
テ
、
申
合
セ
ニ
相
成
度
候
、
但
シ
兼
岡
宅
ニ

休
憩
所
ヲ
取
設
ケ
置
候
、

一
来
賓
ト
シ
テ
知
事
、
視
学
官
、
大
学
、
高
等
、
中
学
、
其
他
二
三
学
校
長
、
並

ニ
市
長
、
新
聞
記
者
等
招
待
之
事
ニ
相
成
度
候
、

一
宣
誓
ス
ヘ
キ
生
徒
ハ
、
中
学
並
ニ
仝
等
学
校
以
上
ノ
学
生
々
徒
ニ
対
シ
、
執
行

可
致
事
ニ
決
定
致
度
候
、

一
会
長
就
任
後
始
メ
テ
ノ
臨
会
ニ
候
ヘ
ハ
、
当
日
式
撤
退
ノ
後
、
聊
カ
宴
会
ヲ
開

催
ノ
事
ニ
限
、
議
得
ニ
有
之
候
間
、
可
成
御
繰
合
セ
御
出
席
有
之
度
候
、
万
一

御
差
支
ニ
テ
御
不
参
之
時
ハ
、
以
後
十
日
中
ニ
本
会
ニ
到
着
候
様
、
其
旨
御
通

知
有
之
度
候
、

三
十
四
年
五
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

増
沢
季
的

総
代
議
会
前
会
不
参

　

各
議
員
足
下
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（
五
）「
宣
誓
式
順
序
」

　
　
　

宣
誓
式
順
序

一　

役
員
学
生
々
徒
入
場

二　

来
賓
入
場　

幹
事
先
導
一
同
敬
礼

三　

開
扉　

一
同
最
敬
礼

四　

唱
歌
（
君
カ
代
）
合
唱

五　

勅
語
奉
読　

会
長

六　

閉
扉　

一
同
最
敬
礼

七　

宣
誓
文
朗
読　

会
長

八　

学
生
々
徒
総
代
答
辞

九　

会
長
演
説

十　

来
賓
演
辞

十
一　

幹
事
本
会
貸
給
費
生
ニ
関
ス
ル
報
告

十
二　

本
会
出
身
者
演
辞

十
三　

一
同
敬
礼　

順
次
退
場

　
　
　

右

（
六
）「
宣
誓
式
会
長
訓
示
」

本
会
々
員
ハ
先
祖
以
来
永
ク
輦
轂
ノ
下
ニ
在
テ
、
皇
室
ト
浅
カ
ラ
ザ
ル
因
縁
ア
リ
、

是
ヲ
以
テ
去
ル
明
治
十
二
年
授
産
金
ト
シ
テ
宮
内
省
ヨ
リ
金
若
干
万
円
ノ
恩
貸
ア

リ
、
其
後
明
治
廿
一
年
更
ニ
該
基
金
ヲ
以
テ
、
教
育
費
ト
シ
テ
下
賜
セ
ラ
ル
ヽ
ノ

恩
命
ニ
接
シ
、
猶
又
明
治
三
十
年
ニ
至
リ
、
更
ニ
金
若
干
万
円
ノ
増
賜
ヲ
蒙
ム
ル
、

是
レ
固
ヨ
リ

聖
旨
ノ
優
渥
ナ
ル
ニ
ヨ
ル
ト
雖
モ
、
亦
祖
先
ノ
勤
功
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
、
豈
ニ

如
斯
ノ
高
恩
ニ
浴
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
、
本
会
々
員
ヨ
リ
出
テ
ヽ
、
学
生
々
徒
タ
ル
者
、

宜
シ
ク
日
夕
優
渥
ナ
ル　

聖
恩
ニ
感
佩
シ
、
学
徳
ヲ
磨
キ
、
他
日
成
業
ノ
上
ハ
、

高
恩
ノ
万
一
ニ
報
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
今
宣
誓
式
ヲ
行
フ
ニ
当
リ
、
左

ノ
三
條
ヲ
訓
示
ス
、

明
治
三
十
四
年
四
（
マ
マ
）月

　
　
　

平
安
義
会
々
長
男
爵
尾
崎
三
良

第
一
條　
　

皇
室
ノ
高
恩
ヲ
奉
体
シ
、
能
ク
教
育
勅
語
ノ
大
旨
ヲ
遵
奉
シ
、
忠
勇
、

孝
悌
、
友
愛
ノ
道
ヲ
守
リ
、
勤
倹
、
謙
譲
、
質
実
ノ
徳
ヲ
養
ヒ
、
以
テ
他
日
報

効
ノ
大
義
ヲ
尽
ス
ヘ
キ
事
、

第
二
條　

会
員
ノ
体
面
ヲ
重
シ
、
各
自
ノ
修
養
ヲ
努
メ
、
開
物
成
務
ノ
要
ヲ
考
ヘ
、

国
利
民
福
ノ
増
進
ヲ
謀
ル
ヘ
キ
事
、

第
三
條　

成
業
ノ
上
ハ
、
本
会
ノ
恩
義
ヲ
顧
ミ
、
其
継
続
隆
盛
ヲ
期
図
シ
、
並
ニ

後
進
者
ノ
指
導
誘
掖
ニ
尽
力
ス
ヘ
キ
事
、

右
條
々
堅
ク
相
守
ル
ヘ
キ
事
ヲ
誓
フ
、

（
七
）「
本
荘
謙
三
郎
答
辞
」

　
　
　

答
辞

唯
今
会
長
閣
下
ヨ
リ
御
訓
示
ノ
趣
キ
拝
聴
仕
リ
、
吾
々
学
生
一
同
ハ
深
ク
御
主
旨

ヲ
奉
戴
シ
テ
、
日
夜
之
レ
ニ
悖
ラ
ザ
ラ
ン
事
ヲ
誓
上
マ
ス
、
右
一
同
ニ
代
リ
御
答



―　　―20

辞
申
上
マ
ス
、

　
　
　

京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
々
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
荘
謙
三
郎

（
八
）「
宣
誓
式
当
日
報
告
」

　
　
　

宣
誓
式
当
日
報
告

本
会
々
員
子
弟
ニ
学
資
ヲ
補
助
ス
ル
ノ
法
ハ
、
之
ヲ
大
別
シ
テ
給
費
、
貸
費
ノ
弐

部
ト
ス
、

一
給
費
ハ
山
城
国
内
ニ
ア
ル
小
学
校
、
中
学
校
、
并
ニ
商
業
、
美
術
工
芸
各
学
校
、

及
高
等
女
学
校
ニ
就
学
ノ
生
徒
ニ
限
ル
モ
ノ
ト
ス
、

一
既
往
拾
年
間
ニ
於
ケ
ル
給
費
ヲ
受
ケ
タ
ル
生
徒
ノ
総
数
ハ
、
千
七
百
九
拾
余
名

ニ
シ
テ
、
之
ヲ
細
別
ス
レ
バ
、

・
尋
常
小
学
校
ハ
七
百
余
名
内
卒
業
五
百
拾
余
名
、
半
途
退
学
百
九
拾
余
名
、

但
シ
該
校
ノ
給
費
ハ
、
卅
三
年
十
二
月
限
廃
止
セ
シ
ヲ
以
テ
、
現
今
在
校
生

ナ
シ
、

・
高
等
小
学
校
ハ
七
百
参
拾
余
名
内
卒
業
三
百
四
拾
六
名
、
半
途
退
学
弐
百
余

名
、
在
校
百
八
拾
余
名
、

・
高
等
女
学
校
ハ
八
拾
七
名
内
卒
業
廿
九
名
、
半
途
退
学
四
拾
弐
名
、
在
校
拾

六
名
、

・
中
学
校
ハ
弐
百
四
拾
余
名
内
卒
業
六
拾
九
名
、
半
途
退
学
六
拾
名
、
在
校
百

弐
拾
名
、

・
商
業
学
校
ハ
拾
五
名
内
卒
業
五
名
、
半
途
退
学
三
名
、
在
校
七
名

・
美
術
工
芸
学
校
ハ
六
名
、
卒
業
生
、
半
途
退
学
生
、
現
在
生
各
弐
名
、

一
貸
費
ハ
各
帝
国
大
学
、
各
高
等
学
校
、
并
ニ
東
京
、
神
戸
各
高
等
商
業
学
校
、

東
京
工
業
学
校
、
京
都
高
等
工
芸
学
校
、
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
、
陸
軍
中

央
、
地
方
各
幼
年
学
校
、
私
立
日
本
女
子
大
学
校
、
海
城
学
校
、
海
外
留
学
生

等
ナ
リ
、

一
既
往
拾
年
間
ニ
於
ケ
ル
貸
費
ヲ
受
ケ
タ
ル
生
徒
ノ
総
数
ハ
九
拾
八
名
ニ
シ
テ
、

之
ヲ
細
別
ス
レ
バ
、

・
帝
国
大
学
ハ
廿
壱
名
内
学
位
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
拾
壱
名
、
半
途
退
学
壱
名
、
在

校
九
名
、

・
高
等
学
校
ハ
三
拾
九
名
内
卒
業
拾
九
名
、
半
途
退
学
九
名
、
在
校
拾
壱
名
、

・
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
ハ
拾
四
名
内
卒
業
九
名
、
半
途
退
学
壱
名
、
在
校

三
名
、

・
海
城
学
校
ハ
五
名
内
壱
名
海
軍
士
官
、
半
途
退
学
三
名
、
在
校
壱
名
、

右
ノ
外
、
各
高
等
商
業
、
東
京
高
等
工
業
、
京
都
高
等
工
芸
等
ノ
各
官
立
学
校
、

并
ニ
日
本
女
子
大
学
、
成
城
、
明
治
法
律
、
東
京
専
門
、
慶
応
義
塾
等
ノ
各
私
立

学
校
ハ
壱
弐
名
、
若
シ
ク
ハ
数
名
ノ
貸
費
生
ア
リ
タ
ル
モ
、
少
数
ナ
ル
ト
已
ニ
貸

費
ヲ
廃
シ
タ
ル
学
校
ア
ル
ト
ヲ
以
テ
之
ヲ
略
ス
、
而
シ
テ
目
下
出
身
ノ
重
ナ
ル
者

ヲ
挙
レ
バ
左
ノ
如
シ
、

・
各
科
学
士　
　
　
　
　
　

拾
壱
名　
内
八
名　

高
等
官　

　

三
名　

会
社
技
師

・
米
国
文
学
博
士　
　
　
　

壱
名

・
陸
海
軍
武
官　
　
　
　
　

拾
壱
名

・
官
吏　
　
　
　
　
　
　
　

拾
名

・
開
業
医　
　
　
　
　
　
　

七
名
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・
実
業
ニ
従
事
ス
ル
者　
　

五
名

右（
九
）「
平
安
義
会
沿
革
」

本
会
々
員
ハ
祖
先
以
来
京
都
ニ
在
住
シ
、
終
始
帝
室
ニ
奉
仕
シ
タ
ル
所
謂
官
家
士

族
ヲ
以
テ
組
織
セ
リ
、
今
本
会
既
往
ノ
沿
革
ヲ
略
叙
ス
レ
ハ
、
明
治
ノ
初
年　

車

駕
東
遷
以
来
、
世
運
大
ニ
変
遷
ス
ル
ニ
従
ヒ
、
去
ル
十
二
年
有
志
者
相
議
リ
、
一

社
ヲ
設
立
シ
、
官
家
士
族
ノ
子
女
ヲ
糺
合
シ
、
殖
産
工
業
ノ
道
ヲ
奨
励
セ
ン
コ
ト

ヲ
企
画
セ
シ
ニ
、
畏
ク
モ
事

天
聴
ニ
達
シ
、
御
内
帑
ヨ
リ
数
万
金
ノ
恩
貸
ヲ
蒙
リ
、
社
員
奮
発
努
力
シ
、
事
業

ノ
進
前
稍
見
ル
ヘ
キ
者
ア
リ
シ
ニ
、
図
ラ
サ
リ
キ
需
用
供
給
其
度
ヲ
失
シ
、
収
支

相
償
ハ
サ
ル
ノ
悲
運
ニ
遭
遇
シ
、
十
六
年
遂
ニ
其
事
業
ヲ
停
止
ス
ル
ノ
已
ヲ
得
サ

ル
ニ
至
リ
、
依
テ
更
ル
ニ
平
安
義
校
ヲ
設
立
シ
、
子
弟
教
育
ノ
途
ヲ
開
キ
、
人
材

養
成
ノ
方
針
ヲ
採
リ
シ
ニ
、
事
再
ヒ　

叡
聞
ニ
達
シ
、
年
々
数
千
金
ヲ
下
賜
セ
ラ

ル
ヽ
ノ
恩
命
ニ
接
シ
、
感
発
憤
励
校
務
日
ニ
進
ミ
、
数
年
ナ
ラ
ズ
シ
テ
生
徒
ノ
数
、

大
ニ
増
加
セ
リ
、
若
シ
夫
レ
如
斯
ニ
シ
テ
進
マ
ン
ニ
ハ
、
其
成
蹟
ノ
見
ル
ヘ
キ
者

ア
ラ
ン
、
然
ル
ニ
当
時
義
校
ノ
規
模
甚
大
ナ
ラ
ス
、
日
進
月
歩
ノ
世
運
ニ
伴
ナ
ヒ
、

進
ム
ヘ
キ
資
力
ニ
欠
ク
ル
所
ア
リ
、
是
ヲ
以
テ
会
員
中
義
校
ノ
設
立
ニ
ツ
キ
云
々

ス
ル
者
少
ナ
カ
ラ
ス
、
当
時
政
府
ニ
於
テ
士
族
授
産
金
恩
貸
処
分
ア
ル
ニ
際
シ
、

時
ノ
府
知
事
北
垣
公
閣
下
ノ
尽
力
ニ
ヨ
リ
、
官
家
士
族
ニ
数
千
金
ノ
下
附
ヲ
受
ク

ル
ニ
至
リ
、
茲
ニ
有
志
者
相
図
リ
修
交
会
ヲ
組
織
シ
、
官
家
士
族
ヲ
網
羅
シ
テ
、

之
ヲ
数
部
ニ
分
チ
、
各
部
ヨ
リ
総
代
議
員
ヲ
撰
出
シ
、
会
務
ハ
総
テ
衆
議
ニ
因
ル

ノ
法
規
ヲ
設
ケ
、
会
議
数
旬
ノ
後
チ
廿
五
年
ニ
至
リ
、
更
ニ
会
名
ヲ
平
安
義
会
ト

改
メ
、
大
ニ
規
則
ヲ
修
正
シ
、
廿
六
年
七
月
宮
内
省
ノ
承
認
ヲ
経
ル
ニ
至
レ
リ
、

茲
ニ
於
テ
故
従
二
位
勲
二
等
男
爵
伊
丹
重
賢
氏
ヲ
会
長
ニ
推
挙
シ
、
基
礎
漸
ク
緒

ニ
就
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
先
ツ
総
会
ヲ
開
キ
、
平
安
義
校
ノ
存
廃
ヲ
決
議
シ
、
従
来

困
窮
セ
ラ
レ
タ
ル
基
金
、
并
ニ
現
有
財
産
ヲ
本
会
ニ
継
承
シ
、
勧
学
部
ヲ
置
キ
、

学
資
補
給
ノ
法
則
ヲ
定
メ
、
普
ク
会
員
子
弟
ヲ
シ
テ
、
自
由
修
学
ノ
方
法
ニ
拠
ラ

シ
メ
シ
ニ
、
学
生
ノ
数
月
ニ
年
ニ
増
加
シ
、
殆
ン
ト
元
資
ノ
利
殖
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
、

支
ア
ル
能
ハ
サ
ル
ニ
当
リ
、
三
十
一
年
重
テ
若
干
万
円
ノ
下
賜
金
ヲ
辱
フ
シ
、
今

ヤ
元
資
ノ
総
額
幾
ン
ト
拾
万
円
ニ
達
シ
、
当
初
ヨ
リ
学
資
ノ
補
給
ヲ
受
ケ
タ
ル
生

徒
ノ
総
数
千
有
余
名
ニ
到
レ
リ
、
茲
ニ
於
テ
宣
誓
ノ
式
典
ヲ
挙
行
シ
、
并
ニ
会
員

子
弟
ノ
進
学
ヲ
勧
奨
シ
、
併
セ
テ
其
実
蹟
ヲ
督
励
セ
ン
ト
ス
、
茲
ニ
本
会
ノ
沿
革

ヲ
略
叙
シ
、
将
来
ノ
企
望
ヲ
述
ル
如
斯
、

　

明
治
三
十
四
年
五
月
十
二
日　

　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
（
マ
マ
）幹

事　

増
沢
季
的

（
十
）「
会
長
宛
宣
誓
式
御
臨
席
願
」

発朱

平書

九
〇
号
按

謹
啓
、
時
下
秋
冷
相
催
候
ノ
処
、
高
門
益
御
清
穆
被
為
渉
候
段
、
奉
欣
賀
候
、
却

説
過
日
御
教
示
ニ
ヨ
リ
、
来
ル
十
月
十
八
日
宣
誓
式
挙
行
ノ
事
モ
決
定
致
候
、
就

テ
ハ
夫
々
准
備
致
置
候
間
、
御
多
忙
中
恐
縮
ノ
至
リ
ニ
候
得
共
、
是
非
御
■
（
再
カ
）臨

ノ
程
、
一
同
希
望
致
候
、
尚
招
待
員
ハ
、
総
長
、
知
事
、
貴
衆
議
員
、
各
学
校
長
、

新
聞
記
者
等
ニ
テ
、
参
拾
五
名
以
内
ニ
御
座
候
、
尚
亦
御
教
示
ノ
当
日
御
演
説
ニ
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付
、
別
段
考
案
モ
無
之
候
得
共
、
別
紙
要
目
ハ
本
会
ノ
為
メ
必
要
ノ
件
々
カ
ト
愚

考
致
候
間
、
御
参
考
迄
申
上
候
、
先
ハ
右
御
回
答
旁
々
此
段
得
貴
意
候
迄
、
匆
々

敬
具
、

追
テ
招
待
状
ハ
曩
ニ
電
覧
ヲ
経
タ
ル
文
案
ニ
テ
、
尤
閣
下
御
名
前
ニ
テ
可
差
出

候
、
尚
幾
日
頃
御
出
発
ニ
相
成
候
哉
、
御
決
定
ノ
上
ハ
至
急
御
報
被
下
度
、
此

段
添
進
申
候
、

明
治
三
十
六
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事
長　

増
沢
季
的

会
長
男
爵
尾
崎
三
良
殿

（
十
一
）「
浅
田
暢
一
答
辞
」

　
　
　

答
辞

秋
風
将
肌
ニ
に
逼
り
、
四
山
の
稍
間
亦
た
漸
や
く
紅
葉
を
織
り
な
さ
む
と
す
此
時

ニ
際
し
て
、
今
日
只
今
特
に
遥
か
に
会
長
の
西
下
を
促
が
し
、
我
親
愛
な
る
平
安

義
会
は
、
此
の
甚
と
も
盛
大
に
し
て
厳
粛
な
る
第
二
回
宣
誓
式
を
挙
行
せ
ら
る
ゝ

に
至
り
し
は
、
我
等
の
喜
び
の
此
ニ
如
く
も
の
な
し
、
況
む
や
周
ら
す
に
来
た
る

来
賓
、
又
た
は
先
輩
之
方
々
の
臨
席
の
栄
を
得
た
る
に
於
て
も
と
や
、
謹
む
で
慮

る
に
、
皇
室
の
本
会
に
対
し
て
御
思
召
の
特
に
優
渥
な
る
は
、
今
更
申
す
も
い
と

畏
く
、
実
ニ
我
等
が
心
裏
に
深
く
刻
ま
れ
て
、
身
を
終
ふ
る
迄
て
、
此
春
窮
の　

皇
恩
に
感
激
し
て
、
万
一
ニ
奉
報
せ
む
と
す
る
所
以
な
り
、

「
ナ
サ
ー
ニ
ヱ
ル
、
ホ
ゥ
ー
ソ
ン
」
曽
て
曰
へ
り
「
人
は
皆
な
此
世
に
於
て
、
各

自
其
居
る
べ
き
の
場
所
あ
り
、
人
要
所
ニ
在
る
を
欲
す
と
も
、
復
た
欲
せ
ず
と
も
、

兎
角
世
界
は
其
場
所
に
其
人
を
必
要
と
す
」
と
実
に
味
ふ
べ
き
言
に
あ
ら
ず
や
、

吾
人
は
吾
人
の
吾
に
あ
ら
す
、
世
界
の
吾
人
な
り
、
豈
に
此
要
求
を
し
て
、
満
足

せ
し
め
む
に
は
、
深
く
思
は
ず
し
て
可
な
ら
む
や
、

我
か
述
ふ
る
所
、
誠
ニ
拙
劣
に
し
て
、
能
く
我
等
が
意
志
を
し
て
、
発
表
し
得
さ

る
を
、
深
く
恨
む
斗
り
と
矣
、
我
等
は
徒
ら
に
言
辞
を
弄
す
る
も
の
に
あ
ら
す
、

特
に
其
言
の
足
ら
ざ
る
は
、
以
て
実
行
ニ
よ
り
て
補
は
む
事
を
期
せ
り
、
幸
に
賢

察
あ
ら
む
事
を
以
て
、
学
生
々
徒
一
同
ニ
代
り
て
、
茲
ニ
謹
む
で
会
長
の
意
を
対

し
、
宣
誓
す
る
所
以
な
り
と
す
、

　

明
治
三
十
六
年
十
月
十
八
日

浅
田
暢
一
謹
言

（
十
二
）「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」

　
　

七
月
二
十
日
、
日
出
新
聞
号
外

聖
上
陛
下
御
不
例
ノ
義
拝
承
ス
ル
ヤ
、
直
チ
ニ
宮
内
大
臣
宛

天�

機
奉
伺
、
廿
六
日
理
事
兼
田
義
路
、
増
沢
季
的
、
水
口
卓
哉
、
左
右
田
忠
太
郎
、

田
中
省
三
郎
ノ
五
氏
出
会
協
議
、
本
会
ヨ
リ
会
長
代
理
ト
シ
テ
理
事
一
名
東
上
、

天�

機
奉
伺
ノ
事
ヲ
決
シ
（
理
事
増
沢

季
的
君

）、
其
不
在
中
京
都
ニ
於
テ
ハ
、
上
下
賀
茂
及
御

霊
神
社
、
会
員
代
表
シ
テ
評
議
員
一
同
奉
拝
、
御
平
愉
祈
願
フ
コ
ト
ヽ
シ
、（
幣

帛
料
ヲ
納
メ
）
各
理
事
、
其
任
ヲ
分
担
ス
、

　
　

七
月
三
十
日

聖�

上
陛
下　

崩
御
被
為
遊
、
東
上
中
ノ
理
事
ニ
於
テ
、
御
吊
詞
其
他
ノ
手
続
ヲ
済

シ
、
三
十
一
日
理
事
帰
京
、
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八
月
四
日
、
本
会
ニ
於
テ
ハ
、

大
行
天
皇　

御
真
影
ヲ
奉
掲
、
評
議
員
一
同
謹
而
奉
訣
拝
礼
ヲ
為
シ
、
庭
前
ニ
於

テ
遙
拝
ノ
式
ヲ
執
行
シ
、
別
紙
詞
表
ヲ
特
別
評
議
員
多
村
知
興
氏
奉
読
ス
、

御
大
喪
ニ
対
シ
、
御
用
命
ノ
悃
願
書
宮
内
大
臣
宛
提
出
、
右
ニ
対
ス
ル
件
々
ヲ

副
総
裁
尾
崎
男
爵
ヘ
報
告
ス
、

　
　

八
月
十
二
日

会
長
服
部
保
親
氏
外
、
兼
田
、
畑
、
左
右
田
、
嶺
、
水
上
、
下
橋
、
小
島
、
井

関
、
川
井
、
中
田
ノ
十
氏
会
合
、
御
用
命
ノ
時
ノ
人
名
等
ノ
下
調
ヘ
ヲ
為
シ
、

御
下
命
ノ
時
ノ
準
備
ヲ
ナ
セ
リ
、
又
華
族
、
管
長
、
門
跡
等
、
御
通
夜
許
容
ニ

付
、
本
会
ヨ
リ
モ
別
紙
ノ
如
ク
御
通
夜
許
容
相
成
様
ノ
悃
願
書
、
宮
内
大
臣
宛

副
総
裁
ヲ
経
テ
提
出
ス
、

　
　

八
月
十
七
日

宮
内
省
ヨ
リ
書
状
来
着
、

別
紙
ノ
如
キ
詮
議
及
ヒ
難
キ
書
面
来
着
、

　
　

八
月
廿
一
日

川
口
珍
邦
、
津
田
永
胤
両
氏
、
旧
非
蔵
人
、
御
使
番
、
仕
丁
総
代
ト
シ
テ
、
御

用
命
願
書
携
帯
東
上
、
廿
四
日
帰
京
、
東
上
中
ノ
報
告
（
即
チ
願
書

提
出

、
近
藤
久
敬

氏
ニ
面
会
、
委
細
懇
談
ノ
事
、

　
　

八
月
廿
八
日

今
回
御
用
命
ノ
事
ハ
、
総
テ
地
方
官
知
事
江
、
宮
内
省
ヨ
リ
御
命
令
ノ
事
ニ
テ

（
即
チ
地
方
庁
ヲ
経
テ
出

願
者
多
数
ア
リ

）、
小
森
猷
次
、
服
部
保
親
、
畑
道
名
、
水
口
卓
哉
諸
氏
、
府
庁

出
願
別
紙
ノ
如
キ
人
員
調
書
ヲ
差
出
シ
、
弥
割
番
人
員
ハ
（
元
非
蔵
人
、
御
使

番
、
仕
丁
、
諸
官
人
、
諸
太
夫
侍
）
等
ニ
於
テ
、
弐
拾
五
名
採
用
ト
事
ニ
決
定
、

知
事
ヨ
リ
内
命
依
テ
、
八
月
卅
日
各
部
ヨ
リ
平
安
義
会
ヘ
集
合
人
名
確
定
ノ
事

ヲ
協
議
セ
リ
、
又
仝
日
午
後
六
時
ヨ
リ
、
指
定
ノ
人
名
集
合
打
合
、
左
記
ノ
人

名
ニ
於
テ
御
用
命
ニ
応
ス
ル
コ
ト
ニ
協
定
ス
、

九
月
一
日
、
服
部
氏
ヨ
リ
注
意
書
、
右
ノ
氏
名
落
選
、

九
月
三
日
、
京
都
出
張
所
ヘ
御
用
命
ノ
人
員
廿
五
名
、
午
前
七
時
三
十
分
出
頭

ノ
コ
ト
、

（
十
三
）「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
悃
願
書
」

　
　
　
　
　

悃
願
書

　

�

本
会
ハ
曽
テ
優
渥
ナ
ル
御
沙
汰
ヲ
蒙
リ
、
尚
特
別
ナ
ル
恩
典
ニ
浴
シ
、
感
泣
肝

銘
ニ
不
堪
処
々
ニ
候
得
者
、

大�

行
天
皇
崩
御
被
為
遊
候
御
事
ハ
、
慟
天
哭
地
恐
懼
不
能
措
希
ク
ハ
、
御
大
喪
ニ

対
ス
ル
相
当
御
用
拝
承
、
以
テ
鴻
恩
ノ
万
分
奉
答
仕
度
、
会
員
一
同
ノ
赤
誠
悃

願
ニ
御
座
候
間
、
先
年

英
照
皇
太
后
陛
下
御
大
喪
ノ
節
、
御
用
被
仰
付
候
御
先
例
モ
、
被
為
在
候
義
ニ
付
、

何
卒
右
願
意
御
採
納
被
成
下
度
、
会
員
代
表
茲
ニ
謹
テ
悃
願
仕
候
也
、

　

大
正
元
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
々
長
服
部
保
親

宮
内
大
臣
伯
爵
渡
辺
千
秋
殿

（
十
四
）「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
報
告
書
」
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報
告
書

御
大
喪
ニ
付
、
恐
懼
ニ
堪
エ
ス
、
本
日
平
安
、
桜
橘
両
団
体
理
事
、
評
議
員
等
、

其
会
員
ヲ
代
表
シ
、
平
安
義
会
内
ニ
於
テ
、

大
行
天
皇
御
真
影
ニ
対
シ
謹
テ
奉
訣
拝
礼
ヲ
為
シ
、
更
ニ
同
庭
前
ニ
於
テ
、
厳
粛

ナ
ル
遙
拝
式
ヲ
執
行
シ
、
別
紙
詞
表
奉
読
仕
候
ニ
付
、
此
義
其
筋
ヘ
徹
底
候
様
、

御
執
計
被
下
度
、
此
段
御
報
告
旁
々
御
依
頼
申
上
候
也
、

　
　

大
正
元
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
々
長　

服
部
保
親

　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
桜
橘
財
団
理
事
長　

小
森
猷
次

平
安
義
会
副
総
裁
男
爵
尾
崎
三
良
殿

（
十
五
）「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
御
高
配
願
」

本
会
ハ
格
別
御
由
緒
有
之
候
モ
ノ
ヽ
、
団
体
ニ
テ
曽
テ
優
渥
ナ
ル
御
沙
汰
ヲ
蒙
リ
、

又
特
別
ナ
ル
恩
典
ニ
相
浴
シ
居
候
ニ
付
、
今
般

御
大
葬
ニ
ハ
相
当
御
用
ヲ
承
リ
テ
、
御
鴻
恩
ノ
万
一
ニ
奉
答
度
、
会
員
一
同
切
望

ニ
ヨ
リ
、
過
日
会
長
ヨ
リ
悃
願
書
上
呈
、
尚
閣
下
ヨ
リ
其
赤
誠
徹
底
候
様
、
御
高

配
被
願
出
置
候
処
、
聞
ク
所
ニ
ヨ
レ
ハ
、
同
族
中
有
志
者
ノ
名
義
ニ
テ
、
同
様
ノ

義
夙
ニ
願
出
居
候
モ
ノ
モ
有
之
候
由
、
然
ル
ニ
同
族
中
既
ニ
法
人
組
織
モ
相
整
居

候
上
ハ
、
今
回
御
用
命
ノ
如
キ
モ
、
其
団
体
ヘ
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
諸
事
公
平
ノ
処

置
ヲ
取
リ
得
ラ
レ
、
且
ハ
将
来
団
体
ノ
信
用
モ
篤
ク
、
従
テ
其
基
礎
ノ
鞏
固
ヲ
加

フ
ル
次
第
ニ
御
座
候
間
、
此
辺
御
含
ミ
、
此
際
特
ニ
御
高
配
相
仰
度
、
理
事
連
署

更
ニ
悃
請
仕
候
、
謹
言

　
　
　

大
正
元
年
八
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

服
部
保
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専　

務

理　
　

事　

兼
田
義
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

水
上
邦
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

畑
道
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

左
右
田
忠
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

嶺
全
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

下
橋
敬
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

飼
田
辰
一

副
総
裁
男
爵
尾
崎
三
良
殿

（
十
六
）「
明
治
天
皇
御
大
喪
御
用
待
命
者
撰
抜
方
針
」

　
　
　

御
大
葬
御
用
待
命
者

　
　
　

撰
抜
方
針

一
旧
時
ノ
身
分
ヲ
不
論
、
会
員
均
霑
ノ
方
針
ヲ
取
ル
事
、

一
成
年
以
上
ノ
会
員
（
男
子
）
ニ
シ
テ
、
身
体
壮
健
、
公
職
其
他
ノ
系
累
ナ
リ
、

京
都
及
付
近
交
通
便
宜
ノ
地
ニ
居
住
ス
ル
モ
ノ
、

　

但
戸
主
以
外
ニ
シ
テ
、
本
項
ニ
適
当
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
予
備
ニ
撰
抜
シ
置
ク
事
、

一
御
命
令
ア
リ
タ
ル
時
ハ
、
理
事
会
ニ
於
テ
、
其
待
命
者
中
ヨ
リ
、
随
時
抜
擢
ス

ル
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
道
名
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（
以
下
署
名
省
略
）

（
十
七
）「
明
治
天
皇
御
通
夜
ノ
義
ニ
付
悃
願
」

　
　
　
　
　

御
通
夜
之
義
ニ
付
悃
願

今
般
首
相
以
下
貴
顕
華
族
、
各
宗
管
長
、
門
跡
寺
院
住
職
、
其
他
由
緒
深
キ
者
等

ニ
ハ
、
御
通
夜
被
差
許
候
趣
拝
承
、
偏
ニ
君
臣
情
義
御
斟
酌
被
為
遊
候
、
御
聖
意

ニ
被
為
出
候
義
ト
拝
察
深
感
涙
仕
候
、
然
ル
ニ
本
会
員
中
ニ
ハ
、
旧
時
親
シ
ク
禁

裏
御
所
ニ
奉
仕
セ
シ
朝
臣
及
其
子
孫
多
々
有
之
、
其
御
由
緒
ハ
最
深
厚
ニ
候
得
者
、

本
会
代
表
者
ト
シ
テ
一
両
名
御
通
夜
相
願
度
、
会
員
一
同
切
望
悃
願
ニ
御
座
候
間
、

何
卒
右
御
許
容
被
成
下
度
、
本
会
ヲ
代
表
シ
、
此
段
悃
願
仕
候
也
、

　

大
正
元
年
八
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
々
長
服
部
保
親

宮
内
大
臣
伯
爵
渡
辺
千
秋
殿

（
十
八
）「
明
治
天
皇
御
通
夜
ノ
義
ニ
付
指
令
第
九
号
」

指
令
第
九
号

平
安
義
会

本
月
十
二
日
附
出
願
、
其
会
代
表
者
殯
宮
ヘ
祗
候
之
件
、

右
難
及
詮
議
、

　

大
正
元
年
八
月
十
五
日

　
　
　

宮
内
大
臣
伯
爵
渡
辺
千
秋
（
宮
内
大

臣
之
印

）

（
十
九
）「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
上
申
」

　
　
　

上
申

旧
禁
裏
御
内
（
非
蔵
人
、
御
使
番
、
仕
丁

諸
官
人
、
諸
太
夫
侍　
　

一
総
員
千
〇
五
拾
六
人

　

右
者
京
都
市
及
京
都
附
近
現
住
者
ニ
御
座
候
、

　

右
御
届
仕
候
也
、

　
　

大
正
元
年
八
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
保
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
森
猷
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
道
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
口
卓
哉

京
都
府
知
事
大
森
鍾
一
殿

（
二
十
）「
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
悃
願
書
」

　
　
　
　
　

悃
願
書

　

本
会
ハ
曽
テ
優
渥
ナ
ル
御
沙
汰
ヲ
蒙
リ
、
尚
特
別
ナ
ル
恩
典
ニ
浴
シ
候
義
ニ
候

得
者
、

大
行
皇
太
后
、
御
大
喪
ニ
際
シ
、
相
当
御
用
拝
承
、
万
分
奉
答
仕
度
、
会
員
一
同

悃
願
ノ
至
リ
ニ
御
座
候
、
先
年

明
治
天
皇
、

英
照
皇
太
后

御
大
喪
之
節
、
御
用
被
仰
付
候
御
先
例
モ
被
為
在
候
義
ニ
付
、
何
卒
右
願

意
御
採
納
被
成
下
度
、
茲
ニ
謹
テ
悃
願
仕
候
也
、
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大
正
三
年
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
々
長
服
部
保
親

大
喪
使
長
官
波
多
野
敬
直
殿

（
二
十
一
）「
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
答
弁
願
」

皇
太
后
陛
下　

崩
御
被
為
在
候
ニ
就
テ
ハ
、
来
ル
廿
五
日
桃
山
東
陵
ニ
御
大
葬
被

仰
出
候
ニ
付
、
各
御
由
緒
ノ
廉
ヲ
以
テ
、
旧
地
下
官
人
並
ニ
旧
非
蔵
人
、
使
番
、

仕
丁
ノ
輩
ヨ
リ
供
奉
請
願
書
提
出
相
成
候
処
、
平
安
義
会
並
ニ
桜
橘
財
団
ヨ
リ
モ
、

相
前
後
シ
テ
願
書
提
出
成
候
テ
、
大
葬
使
ニ
於
テ
是
ヲ
一
括
シ
、
京
都
府
知
事
ヘ

採
用
方
依
嘱
、
更
ニ
府
知
事
ヨ
リ
平
安
義
会
並
ニ
桜
橘
財
団
理
事
ニ
、
其
撰
択
方

委
任
相
成
候
ニ
対
シ
、
理
事
諸
賢
御
評
議
ノ
結
果
、
第
一
部
ヨ
リ
七
名
、
第
二
部

ヨ
リ
四
名
、
第
三
部
ヨ
リ
七
名
、
第
五
部
ヨ
リ
二
名
ヲ
指
定
シ
、
名
簿
御
提
出
ノ

趣
、
聞
及
候
、
然
ル
ニ
右
御
採
択
ニ
当
リ
、
各
部
ヲ
公
平
ニ
セ
ズ
、
第
一
部
及
第

三
部
ハ
各
七
名
ト
シ
、
第
二
部
ヲ
四
名
ト
シ
、
第
五
部
ノ
如
キ
ハ
僅
ニ
二
名
ノ
少

数
ヲ
採
用
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
、
殊
ニ
第
四
部
ニ
於
テ
ハ
一
名
ヲ
モ
採
用
セ
ズ
、

除
外
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
、
如
何
ナ
ル
理
由
ニ
基
ク
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
、
府
知
事
ノ
内
命
カ
、

将
タ
理
事
諸
君
ノ
我
意
乎
、
府
知
事
ノ
内
意
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
、
彼
レ
ハ
吾

人
ノ
権
利
ヲ
蹂
躙
セ
ル
モ
ノ
、
吾
人
口
ヲ
減
シ
黙
々
ニ
付
ス
ル
能
ハ
ズ
、
相
率
ヒ

テ
府
知
事
ニ
向
テ
答
弁
ヲ
求
メ
置
ク
ベ
キ
必
要
ア
リ
、
将
又
単
ニ
理
事
諸
君
ノ
任

意
採
択
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
、
斯
ル
不
公
平
ナ
ル
採
択
方
法
ヲ
以
テ
、
其
当
ヲ

得
タ
ル
モ
ノ
ト
思
惟
セ
ラ
ル
ヽ
也
、
不
肖
等
、
曩
ニ
仝
族
多
数
ノ
依
頼
ニ
依
リ
、

請
願
書
ヲ
提
出
セ
ル
ニ
対
シ
、
連
名
各
位
ニ
弁
明
ノ
必
要
ア
リ
、
賢
明
ナ
ル
理
事

諸
君
ノ
明
確
ナ
ル
答
弁
ヲ
得
、
相
当
ナ
ル
方
法
可
相
講
覚
悟
ニ
付
、
至
急
御
答
有

之
度
、
終
ニ
望
ミ
賢
明
ナ
ル
理
事
諸
君
ニ
敬
意
ヲ
表
シ
候
、

　

大
正
参
年
五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
秀
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
谷
寛
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
路
承
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
橋
敬
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
関
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
倫
之

　

平
安
義
会

　
　
　

理
事
御
中

お
わ
り
に

　

本
稿
で
翻
刻
・
紹
介
し
た
史
料
か
ら
、
あ
ら
た
に
得
ら
れ
た
平
安
義
会
の
宣
誓

式
や
、
平
安
義
会
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

知
見
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
結
び
と
し
た
い
。

　
（
一
）
の
「
宣
誓
式
開
催
通
知
」、（
二
）
の
「
宣
誓
式
出
頭
通
知
」、（
三
）
の
「
学

生
宛
宣
誓
式
開
催
通
知
」
を
見
る
と
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
整
え
ら

れ
た
平
安
義
会
の
奨
学
事
業
に
つ
い
て
、
明
治
天
皇
の
お
ぼ
し
め
し
と
下
賜
金
の

お
か
げ
で
あ
る
こ
と
や
、
本
事
業
の
意
義
と
成
果
を
周
知
す
る
た
め
に
、
会
長
尾

崎
三
良
臨
席
の
も
と
、
中
学
以
上
の
学
生
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
五
月
十
二
日
午
前
九
時
よ
り
同
会
に
お
い
て
第
一
回
の
宣
誓
式
を
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開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、（
二
）
の
「
宣
誓
式
出
頭
通
知
」
や
（
四
）
の
「
総
代
議
員
宛
宣
誓
式
出

頭
通
知
」
に
よ
る
と
、
当
日
は
準
備
の
た
め
、
役
員
（
幹
事
・
総
代
議
員
）
は
八

時
ま
で
に
集
合
す
る
よ
う
、
平
安
義
会
副
会
長
代
理
で
幹
事
の
増
沢
季
的
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
役
員
は
京
都
七
条
停
車
場
ま
で
会
長
を
出
迎
え
る
べ

き
こ
と
、
知
事
・
学
校
関
係
者
等
を
来
賓
と
し
て
招
待
し
て
い
る
こ
と
、
宣
誓
式

終
了
後
に
宴
会
を
催
す
こ
と
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
下

に
引
用
す
る
『
尾
崎
三
良
日
記（
７
）』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

五
月
九
日　

木　

曇

　

午
后
三
時
神
戸
二
着
、
直
ニ
上
陸
、
三
ノ
宮
停
車
場
ニ
至
リ
、
同
所
三
時

四
十
七
分
発
シ
京
都
ニ
向
フ
、
六
時
十
五
分
京
都
着
、
烏
丸
下
立
売
上
ル
高

田
茂
方
ニ
投
宿
ス
、
少
時
ニ
シ
テ
平
安
義
会
役
員
十
三
人
来
ル
、

五
月
十
二
日　

日　

晴　

夕
時
雨

　

午
前
八
時
平
安
義
会
ニ
至
ル
、
教
育
恩
賜
金
ノ
補
助
学
生
等
ノ
宣
誓
式
ア

リ
、
生
徒
凡
ソ
百
名
、
来
賓
ハ
京
都
府
知
事
高
崎
、
大
学
書
記
官
森
春
吉
、

女
子
高
等
学
校
長
其
他
数
名
、
本
会
役
員
数
名
ナ
リ
、
午
前
九
時
三
十
分
生

徒
、
来
賓
ヲ
式
場
ニ
列
セ
シ
メ
、
聖
上
、
皇
后
両
陛
下
ノ
御
真
影
ヲ
掲
ゲ
一

同
敬
礼
、
君
が
代
奏
楽
、
会
長
勅
語
朗
読
、
宣
誓
文
朗
読
、
生
徒
惣
代
答
辞
、

す
め
ら
み
こ
と
奏
楽
、
閉
扉
一
同
敬
礼
、
会
長
演
舌
、
知
事
演
舌
、
右
了
テ

生
徒
ハ
別
席
ニ
退
キ
、
右
宣
誓
文
ニ
署
名
セ
シ
ム
、
来
賓
ニ
ハ
茶
菓
ヲ
呈
シ
、

幹
事
、
総
代
議
員
凡
ソ
二
十
五
、六
名
、
昼
餐
ヲ
為
シ
、
義
会
経
済
ノ
事
ニ

付
協
議
ヲ
為
シ
、
規
則
ノ
改
正
ヲ
為
シ
、
公
債
債
券
等
ヲ
売
払
ヒ
、
確
実
ナ

ル
株
券
、
例
ヘ
バ
郵
船
会
社
又
ハ
日
鉄
、
九
州
鉄
道
等
ノ
株
券
ヲ
買
置
ク
事

ニ
ス
ル
事
等
当
日
列
席
者
皆
同
意
ナ
ル
ニ
依
リ
、
近
日
ノ
内
総
代
会
及
総
会

等
ヲ
開
キ
改
正
ノ
手
続
ヲ
尽
ス
事
ニ
決
シ
、
午
后
三
時
平
安
義
会
ヲ
出
デ
帰

宿
、
増
沢
宿
迄
送
リ
来
ル
、

　

会
長
の
尾
崎
三
良
は
、
横
浜
港
か
ら
海
路
で
神
戸
港
に
上
陸
し
、
五
月
九
日
の

夕
刻
に
鉄
道
で
京
都
七
条
停
車
場
に
着
く
と
、
京
都
滞
在
中
は
高
田
茂
方
を
宿
所

と
し
、
十
三
名
の
平
安
義
会
役
員
に
出
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
十
二
日

の
宣
誓
式
当
日
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
学
生
生
徒
の
出
席
者
が
百
名
程
度
で
、
京

都
府
知
事
高
崎
親
章
等
が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
式
順

も
具
体
的
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
と
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
が
、
学
生
生
徒
は
退
場
後
に
別
席
で
宣
誓
文
に
署
名
し
た
こ
と
、
会
長

と
二
十
五
名
程
度
の
幹
事
・
総
代
議
員
は
昼
食
を
共
に
し
、
平
安
義
会
財
産
の
管

理
運
用
や
規
則
改
正
の
手
続
き
に
つ
い
て
協
議
し
た
こ
と
な
ど
が
、『
尾
崎
三
良
日

記
』
に
は
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
が
、
明
治

三
十
四
年
・
三
十
六
年
い
ず
れ
の
宣
誓
式
の
式
次
第
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
（
六
）
の
「
宣
誓
式
会
長
訓
示
」
は
、（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
に
お
け
る
「
七

宣
誓
文
朗
読　

会
長
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
①
皇
室
の
高
恩
を
心
に
留
め
、
教

育
勅
語
を
守
り
、
勤
勉
・
倹
約
に
尽
く
す
こ
と
、
②
会
員
の
体
面
を
重
ん
じ
、
自

己
の
修
養
に
努
め
、
国
家
の
利
益
と
国
民
の
幸
福
の
増
進
を
図
る
こ
と
、
③
平
安

義
会
の
発
展
と
後
進
の
指
導
に
尽
力
す
る
こ
と
が
、
尾
崎
三
良
に
よ
り
訓
示
・
宣

誓
さ
れ
た
。（
七
）
の
「
本
荘
謙
三
郎
答
辞
」
で
は
、（
六
）
の
「
宣
誓
式
会
長
訓
示
」

に
対
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
生
で
学
生
生
徒
総
代
の
本
荘
謙
三
郎
が
、



―　　―28

訓
示
の
主
旨
を
守
る
こ
と
を
宣
誓
し
て
い
る
。年
月
日
未
詳
で
は
あ
る
が
、（
十
一
）

の
「
浅
田
暢
一
答
辞
」
が
明
治
三
十
六
年
の
宣
誓
式
に
お
け
る
答
辞
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
ち
ら
は
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
の
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。

　
（
八
）
の
「
宣
誓
式
当
日
報
告
」
は
、（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
に
お
け
る
「
十
一

幹
事
本
会
貸
給
費
生
ニ
関
ス
ル
報
告
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
会
員
子
弟
へ
の
学

資
補
助
に
は
、
給
費
と
貸
費
の
二
種
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
給

費
は
、
山
城
国
内
の
小
・
中
学
校
、
商
業
・
美
術
工
芸
学
校
、
高
等
女
学
校
に
就

学
の
生
徒
に
対
す
る
学
資
補
助
で
、
十
年
間
に
千
七
百
九
十
余
名
が
こ
れ
を
受
け

て
い
る
。
一
方
の
貸
費
は
、
各
帝
国
大
学
、
各
高
等
学
校
等
に
就
学
の
学
生
に
対

す
る
学
資
補
助
で
、
十
年
間
に
九
十
八
名
が
こ
れ
を
受
け
て
い
る
。（
九
）
の
「
平

安
義
会
沿
革
」
は
、
明
治
三
十
四
年
の
宣
誓
式
に
際
し
て
、
会
員
子
弟
の
進
学
を

勧
奨
し
、
そ
の
実
績
を
督
励
す
る
た
め
に
、
平
安
義
会
の
沿
革
を
略
述
し
た
も
の

で
あ
る
。「
平
安
義
会
沿
革
」
の
叙
述
の
仕
方
は
、
旧
稿（
８
）で

翻
刻
・
紹
介
し
た
「
平

安
義
会
沿
革
概
略
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
に
は
、

宣
誓
式
の
な
か
で
同
会
の
沿
革
が
説
明
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、「
十
一　

幹

事
本
会
貸
給
費
生
ニ
関
ス
ル
報
告
」
に
付
随
し
て
、
こ
れ
を
叙
述
し
た
幹
事
の
増

沢
季
的
に
よ
り
、「
平
安
義
会
沿
革
」
の
内
容
が
披
露
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　
（
十
）
の
「
会
長
宛
宣
誓
式
御
臨
席
願
」
で
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

十
月
十
八
日
に
、
第
二
回
の
宣
誓
式
を
開
催
す
る
こ
と
、
第
一
回
の
宣
誓
式
と
同

様
に
、
会
長
の
臨
席
が
希
望
さ
れ
、
総
長
・
知
事
・
貴
衆
議
員
等
を
は
じ
め
と
す

る
三
十
五
名
以
内
の
来
賓
を
招
待
す
る
こ
と
な
ど
が
、
尾
崎
三
良
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
以
下
に
引
用
す
る
『
尾
崎
三
良
日
記（
９
）』
に
記
載
が

あ
る
。十

月
十
六
日　

金　

晴

　

午
前
七
時
出
門
、
新
橋
停
車
場
七
時
三
十
分
発
シ
、
京
都
ニ
向
フ
、
一
等

客
車
旅
客
填
咽
吸
煙
者
多
ク
、
頗
ル
困
難
ヲ
極
ム
、
午
后
八
時
三
十
八
分
、

期
ノ
如
ク
京
都
着
、
腕
車
ニ
テ
高
田
茂
方
ヘ
投
ズ
、
老
夫
婦
出
迎
フ
、
待
遇

厚
シ
、

十
月
十
八
日　

日　

晴

　

午
前
九
時
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
腕
車
出
門
、
平
安
義
会
ニ
至
ル
、
学
生
宣

誓
式
ヲ
行
フ
、
学
生
凡
ソ
七
、八
十
名
、
来
賓
ニ
ハ
主
殿
寮
中
川
助
及
属
官
、

代
議
士
、
義
会
役
（
員
欠
カ
）凡
ソ
三
十
名
、
式
ハ
総
テ
前
例
ノ
通
リ
、
前
十
一
時
式

ヲ
了
リ
、
来
賓
ニ
ハ
茶
菓
ヲ
饗
シ
、
午
十
二
時
、
役
員
凡
ソ
三
十
名
宴
会
ア

リ
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
万
歳
ヲ
三
唱
シ
、
午
后
一
時
散
会
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
第
二
回
の
宣
誓
式
は
、
学
生
生
徒
の
出
席
者
が
七
・
八
十
名

程
度
で
、
主
殿
寮
中
川
助
及
属
官
・
代
議
士
等
三
十
名
程
度
の
来
賓
が
招
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
式
順
は
明
治
三
十
四
年
の
前
例
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
式
後

に
三
十
名
程
度
の
役
員
と
の
宴
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
先
述
し
た

よ
う
に
、（
五
）
の
「
宣
誓
式
順
序
」
は
、
明
治
三
十
四
年
・
三
十
六
年
い
ず
れ
の

宣
誓
式
の
式
次
第
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
第
一

回
・
第
二
回
宣
誓
式
の
式
次
第
は
、
基
本
的
に
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差

し
支
え
な
か
ろ
う
。
以
上
が
本
稿
で
翻
刻
・
紹
介
し
た
史
料
か
ら
、
あ
ら
た
に
得

ら
れ
た
平
安
義
会
の
宣
誓
式
に
関
す
る
知
見
で
あ
る
。
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つ
ぎ
に
平
安
義
会
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

の
知
見
を
整
理
す
る
。（
十
二
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」
七
月

二
十
日
条
か
ら
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
二
十
日
の
『
日
出
新
聞

号
外
』
で
、
明
治
天
皇
の
御
不
例
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
天
機
奉
伺
の
た
め
平
安
義

会
会
長
代
理
と
し
て
理
事
増
沢
季
的
が
七
月
二
十
六
日
に
東
上
し
、
京
都
で
は
同

会
評
議
員
一
同
が
上
下
賀
茂
神
社
と
御
霊
神
社
を
奉
拝
し
、
天
皇
の
平
癒
を
祈
願

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
七
月
三
十
日
条
に
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、
増
沢
季
的
が
御
吊
詞
な
ど
の
手
続
き

を
終
え
て
、
翌
三
十
一
日
に
帰
京
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
十
二
）の「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」八
月
四
日
条
、（
十
三
）の「
明

治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
悃
願
書
」
に
よ
り
、
明
治
天
皇
の
嫡
母
で
あ
る
英
照
皇

太
后
が
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
崩
御
し
た
際
、
御
用
命
を
受
け
た
先
例

を
根
拠
と
し
て
、
明
治
天
皇
崩
御
に
際
し
て
も
、
御
大
喪
に
お
い
て
平
安
義
会
会

員
に
相
当
の
御
用
命
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
同
会
会
長
の
服
部
保
親
が
、
八
月
四

日
付
で
宮
内
大
臣
宛
に
悃
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
加
え
て

（
十
四
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
八
月
四
日
、

平
安
義
会
と
京
都
桜
橘
財
団
の
理
事
・
評
議
員
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
を
代
表

し
、
平
安
義
会
内
に
お
い
て
明
治
天
皇
御
真
影
に
奉
訣
・
拝
礼
を
、
同
庭
前
に
お

い
て
遙
拝
式
を
執
行
し
、
特
別
評
議
員
多
村
知
興
が
祝
詞
を
奉
読
し
た
と
い
う
。

平
安
義
会
と
京
都
桜
橘
財
団
が
、
と
も
に
奉
訣
式
と
遙
拝
式
を
執
行
し
て
お
り
、

こ
れ
を
平
安
義
会
副
総
裁
尾
崎
三
良
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
奉
訣
式
と
遙
拝
式

に
つ
い
て
は
、『
日
出
新
聞
』
に
も
以
下
の
よ
う
な
記
事（

（1
（

が
あ
る
。

●
平
安
義
会
奉
訣
式　

旧
官
家
士
族
の
団
体
な
る
平
安
義
会
は
、
皇
室
と
深

き
御
縁
故
あ
り
、
特
別
を
以
て
先
帝
御
在
世
の
砌
、
両
陛
下
の
御
真
影
を
下

し
賜
ひ
た
る
が
、
恐
れ
多
く
も
今
回
先
帝
崩
御
遊
ば
さ
れ
た
る
に
就
て
、
一

昨
日
午
前
九
時
よ
り
服
部
会
長
以
下
評
議
員
一
同
は
、
先
帝
の
御
真
影
を
奉

掲
し
て
奉
訣
式
を
行
ひ
、
夫
れ
よ
り
同
会
の
庭
園
に
新
し
き
莚
を
敷
き
、
東

京
宮
城
の
方
に
向
つ
て
遙
拝
式
を
行
ひ
、
田
村
上
賀
茂
神
社
宮
司
詞
表
を
捧

読
し
て
、
静
粛
に
式
を
終
り
た
る
が
、
更
に
平
安
義
会
員
一
千
十
三
名
全
部

を
不
日
召
集
し
て
奉
訣
式
を
行
ふ
事
と
し
た
り
、
又
同
会
内
の
桜
橘
財
団
理

事
服
部
保
親
、
小
森
猷
次
の
二
氏
よ
り
、
先
帝
の
崩
御
は
実
に
恐
懼
の
至
り

に
堪
え
ず
、
殊
に
我
財
団
は
皇
室
に
対
し
奉
り
、
特
別
に
縁
故
深
け
れ
ば
、

御
大
葬
に
関
し
相
当
の
御
用
命
を
蒙
む
り
度
旨
、
宮
内
大
臣
へ
請
願
書
を
総

裁
大
森
知
事
を
経
て
昨
日
提
出
し
た
り
と
、

　

こ
こ
か
ら
は
、
大
正
元
年
八
月
四
日
午
前
九
時
よ
り
、
御
真
影
を
奉
掲
し
て
奉

訣
式
、
東
京
宮
城
に
向
か
っ
て
遙
拝
式
を
執
行
し
た
こ
と
、
上
賀
茂
神
社
宮
司
田

村
氏
（
平
安
義
会
特
別
評
議
員
の
多
村
知
興
）
に
よ
る
祝
詞
の
奉
読
が
行
わ
れ
た

こ
と
、
後
日
、
平
安
義
会
会
員
千
十
三
名
全
員
を
招
集
し
て
奉
訣
式
を
行
う
計
画

で
あ
る
こ
と
、
明
治
天
皇
御
大
喪
に
お
い
て
、
京
都
桜
橘
財
団
に
相
当
の
御
用
命

を
い
た
だ
き
た
い
旨
を
、
八
月
五
日
付
で
同
財
団
総
裁
の
大
森
鍾
一
京
都
府
知
事

を
通
じ
て
宮
内
大
臣
へ
請
願
し
た
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、（
十
四
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
報
告
書
」
で
は
、
尾
崎

三
良
の
肩
書
き
が
平
安
義
会
副
総
裁
と
な
っ
て
お
り
、
会
長
は
服
部
保
親
で
あ
る
。

話
し
は
少
し
脱
線
す
る
が
、
尾
崎
三
良
か
ら
服
部
保
親
へ
の
会
長
交
代
に
つ
い
て
、
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『
尾
崎
三
良
自
叙
略
伝（

（1
（

』
に
そ
の
経
緯
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
や
長
文
に

な
る
が
以
下
に
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　

平
安
義
会
会
長
辞
任
更
に
副
総
裁
と
な
る
こ
と

　

明
治
四
十
四
年
五
月
、
平
安
義
会
会
長
を
辞
任
す
る
こ
と
と
せ
り
。
是
は

別
に
深
き
子
細
あ
る
に
あ
ら
ず
。
本
会
の
事
業
も
追
々
整
頓
し
、
社
団
法
人

の
組
織
も
完
成
し
、
所
在
地
不
動
産
も
本
会
の
も
の
と
確
定
し
、
資
金
も
漸

次
豊
富
に
為
り
、
前
途
予
を
必
要
と
せ
ざ
る
情
態
に
在
り
、
又
一
に
は
予
も

漸
次
老
齢
に
傾
き
、
社
団
法
人
の
理
事
会
長
と
し
て
財
産
管
理
計
算
を
監
督

す
る
こ
と
甚
だ
面
倒
な
る
の
み
な
ら
ず
、
遠
地
に
在
つ
て
は
他
の
理
事
と
会

す
る
こ
と
も
少
な
く
、
自
然
情
誼
の
疎
通
を
欠
く
恐
れ
あ
り
、
依
つ
て
断
然

之
を
辞
し
た
り
。
然
る
に
他
の
理
事
及
び
評
議
員
等
は
予
の
此
辞
任
を
意
外

の
こ
と
と
非
常
に
驚
き
、
百
方
苦
思
し
て
之
を
思
ひ
止
ま
ん
こ
と
を
懇
請
し

た
れ
ど
も
、
一
旦
決
心
し
た
る
故
之
を
留
ま
ら
ず
。
理
事
等
は
其
で
は
先
づ

御
預
り
置
き
、
評
議
員
会
に
之
を
謀
る
べ
し
と
の
こ
と
な
り
し
。
予
は
其
儘

一
旦
東
京
へ
帰
り
た
り
。
其
後
一
月
程
経
て
増
沢
幹
事
長
態
々
東
上
、
今
度

は
評
議
員
会
の
決
議
を
以
て
留
任
を
懇
請
し
彼
の
辞
表
を
返
戻
し
来
り
た
れ

ど
も
、
予
固
く
取
つ
て
動
か
ざ
り
け
れ
ば
、
今
度
は
趣
向
を
替
え
へ
て
会
長

と
し
て
の
留
任
は
迚
も
出
来
ざ
る
も
、
此
長
き
深
き
関
係
の
あ
る
予
を
全
く

義
会
と
離
れ
し
む
る
は
如
何
に
も
忍
び
ざ
る
の
情
あ
り
と
て
、
定
款
を
改
正

し
総
裁
、
副
総
裁
を
会
長
の
上
に
置
き
、
且
つ
法
律
上
の
責
任
な
き
も
の
と

し
て
之
を
任
じ
た
ら
ば
承
諾
す
る
や
否
や
と
の
こ
と
に
付
き
、
予
は
之
に
答

へ
て
、
諸
君
が
夫
程
ま
で
に
し
て
予
を
待
遇
せ
ん
と
す
る
其
厚
誼
は
深
く
謝

す
る
所
な
り
、依
つ
て
此
義
は
敢
て
辞
せ
ず
と
云
ひ
た
ら
ば
、夫
が
為
め
態
々

定
款
を
改
正
し
、
総
裁
、
副
総
裁
を
置
き
、
総
裁
に
は
皇
族
を
推
戴
す
る
こ

と
と
し
其
筋
の
認
可
を
受
け
、
評
議
員
会
に
於
て
予
を
副
総
裁
に
推
薦
し
た

り
。

　

愈
々
会
長
退
任
と
確
定
し
た
と
き
、
評
議
員
会
の
決
議
を
以
て
左
の
感
謝

状
を
増
沢
幹
事
長
総
代
と
し
て
東
上
齎
し
来
る
。

　
　
　
　
　

平
安
義
会
感
謝
状

我
平
安
義
会
は
、
畏
敬
信
頼
せ
る
会
長
男
爵
尾
崎
三
良
君
閣
下
の
退
任
せ

ら
る
る
に
際
し
惋
惜
の
至
り
に
堪
へ
ず
。
謹
ん
で
茲
に
鄙
辞
を
呈
し
、
以

て
感
謝
の
微
意
を
表
せ
ん
と
す
。
顧
ふ
に
明
治
維
新
百
度
更
革
、
同
族
中

劇
か
に
世
禄
を
失
ひ
往
々
流
離
困
憊
の
域
に
陥
ら
ん
と
す
る
も
の
あ
る
に

際
し
、
故
三
条
実
美
、
岩
倉
具
視
両
公
爵
閣
下
の
内
旨
を
体
し
、
特
に
上

皇
室
の
優
渥
な
る
恩
賜
を
忝
う
す
る
を
以
て
之
を
基
礎
と
し
、
殖
産
興
業

爾
他
教
育
の
方
途
を
建
て
、
孜
々
其
体
面
の
保
持
を
講
じ
、
大
な
る
失
態

な
く
、
一
面
有
為
の
人
材
を
出
し
国
家
に
貢
献
す
る
も
の
尠
か
ら
ざ
る
に

至
り
し
は
、
偏
に
是
れ
閣
下
が
鋭
意
同
族
の
補
導
に
勗
め
、
幾
多
の
心
力

を
竭
さ
れ
た
る
結
果
に
外
な
ら
ず
。
加
之
閣
下
の
十
有
余
年
会
長
の
重
任

に
膺
り
、
懇
篤
本
会
発
展
に
資
せ
ら
れ
た
る
は
同
族
の
深
く
感
佩
す
る
所

な
り
。
因
つ
て
茲
に
満
腔
の
誠
意
を
披
瀝
し
て
閣
下
の
功
勩
を
謝
し
、
且

つ
不
腆
の
物
敢
て
之
を
座
右
に
献
ず
。
請
ふ
之
を
諒
納
し
以
て
永
く
記
念

せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
且
つ
本
会
評
議
員
会
は
、
此
際
閣
下
を
名
誉
会
長
に

推
薦
す
べ
く
決
議
し
た
れ
ば
、
仰
ぎ
願
は
く
は
閣
下
の
之
を
承
認
し
、
本

会
向
後
の
発
展
に
資
益
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
の
至
り
に
堪
へ
ず
。
恐
懼
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再
拝

　

明
治
四
十
四
年
八
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
会
長　

服
部
保
親

　
　
　

男
爵　

尾
崎
三
良
殿

　

此
感
謝
状
の
中
に
予
に
物
品
を
贈
る
の
文
あ
り
。
理
事
長
は
予
に
理
事
一

同
の
伝
言
を
述
べ
て
曰
く
、
評
議
員
会
の
決
議
に
依
り
理
事
に
一
任
せ
ら
れ
、

理
事
一
同
に
於
て
は
記
念
の
為
め
屏
風
一
双
を
贈
る
こ
と
に
決
し
、
而
し
て

其
屏
風
に
は
当
世
の
画
工
に
命
じ
て
画
か
せ
る
積
り
な
れ
ば
、
其
画
様
に
付

い
て
予
の
趣
味
に
適
す
る
も
の
を
選
択
す
る
積
り
な
れ
ば
内
々
予
の
適
意
の

も
の
を
漏
さ
れ
た
し
、
是
れ
理
事
一
同
よ
り
の
情
望
な
り
と
。
予
之
に
答
へ

て
曰
く
、
感
謝
状
は
敢
て
当
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
諸
君
の
厚
意
を
永
く
記
念

す
る
の
為
め
に
辱
く
収
受
す
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
物
品
の
贈
遺
は
固
く
辞
拒

す
る
旨
を
述
べ
て
其
目
録
を
返
付
す
（
其
目
録
は
大
奉
書
三
つ
折
に
し
て
、

中
央
に
屏
風
一
双
と
大
書
し
た
る
も
の
な
り
し
）。
感
謝
状
に
対
す
る
答
礼

書
を
左
に
掲
ぐ
。

　
　

感
謝
状
に
対
す
る
答
礼
書

拝
啓
残
暑
難
去
候
処
、
各
位
愈
御
壮
栄
珍
重
奉
賀
候
。
然
ら
ば
今
般
小
生

会
長
理
事
辞
任
致
候
に
付
い
て
は
、
理
事
増
沢
季
的
君
態
々
東
上
、
御
懇

篤
鄭
重
な
る
感
謝
状
御
贈
典
相
成
、
小
生
敢
て
当
ら
ず
と
い
へ
ど
も
折
角

の
御
懇
情
に
付
き
辱
く
拝
受
、
永
く
記
念
可
致
候
。
乍
去
物
品
の
報
酬
を

受
け
て
は
心
中
安
か
ら
ず
、
本
々
義
会
創
立
前
よ
り
諸
君
と
同
郷
の
情
義

上
浅
か
ら
ざ
る
関
係
も
あ
り
、
且
つ
諸
君
の
御
推
薦
に
依
り
是
迄
微
衷
を

尽
し
た
る
義
に
有
之
、
然
る
に
今
之
が
為
め
報
酬
を
受
け
て
は
折
角
の
衷

情
も
滅
却
し
、
就
て
は
聊
か
な
が
ら
従
来
尽
し
た
る
誠
意
も
徒
爾
に
属
す

る
の
感
あ
り
、
甚
だ
遺
憾
に
存
候
に
付
き
右
物
品
は
謹
ん
で
御
返
戻
致
候

間
、
此
段
不
悪
御
諒
承
相
成
度
候
。
猶
委
細
愚
衷
の
趣
は
増
沢
君
へ
得
貴

意
置
候
。
先
づ
は
右
感
謝
状
御
挨
拶
且
つ
物
品
報
酬
辞
退
の
為
め
一
書
呈

上
仕
候
也
。
草
々
敬
白

　

明
治
四
十
四
年
九
月
十
七
日

尾
崎
三
良

　
　

平
安
義
会
理
事
御
中

　

右
に
て
予
の
平
安
義
会
に
関
す
る
こ
と
は
先
づ
大
段
落
を
付
け
た
（
尤
も

未
だ
全
く
関
係
を
離
れ
た
り
と
云
ふ
訳
に
は
あ
ら
ず
）。

　

予
が
会
長
を
辞
任
し
、
其
保
管
す
る
所
の
有
価
証
券
を
引
継
ぎ
た
る
と
き

は
、
之
を
時
価
に
積
り
無
慮
十
六
、七
万
円
あ
り
し
。
其
後
明
治
四
十
五
年

三
月
（
即
ち
予
会
長
を
退
き
七
、八
ヶ
月
後
の
事
な
り
し
）、
郵
船
会
社
の
株

券
三
百
株
を
三
万
五
千
余
円
に
売
払
ひ
得
た
る
利
益
金
約
壱
万
参
千
円
（
郵

船
会
社
株
は
其
後
騰
貴
し
て
其
新
株
と
共
に
一
株
五
百
円
以
上
に
な
り
た
り
。

即
ち
三
百
株
に
て
得
べ
き
利
益
は
十
万
円
以
上
な
り
し
に
、
惜
む
べ
し
予
の

退
き
し
後
す
ぐ
に
此
事
を
行
ひ
た
り
し
は
残
念
な
り
）。
大
正
三
年
に
玄
武

町
地
所
千
四
百
六
十
九
坪
を
三
万
五
千
九
百
円
に
売
払
ひ
得
た
る
利
益
金

三
万
円
余
あ
り
。
是
等
の
利
益
金
を
従
来
の
資
金
に
合
算
し
現
今
の
同
会
所

有
動
産
（
即
ち
有
価
証
券
、
預
金
、
現
金
等
）
約
二
十
一
万
四
、五
千
円
余
、

之
に
不
動
産
の
価
額
を
合
算
す
る
と
き
は
二
十
七
、八
万
円
、
猶
之
に
郵
船

会
社
株
売
買
に
て
得
べ
か
り
し
利
益
を
合
す
る
と
き
優
に
四
十
万
円
近
き
の

財
産
と
認
め
得
べ
か
り
し
な
り
。（
後
略
）
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以
上
の
叙
述
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
、
会
長
辞
任
を

申
し
出
た
尾
崎
三
良
に
対
し
て
、
幹
事
長
の
増
沢
季
的
が
定
款
を
改
正
し
て
新
た

に
総
裁
（
皇
族
を
推
戴
）・
副
総
裁
を
置
く
こ
と
を
提
案
し
、
尾
崎
に
副
総
裁
を

打
診
す
る
と
、
尾
崎
も
こ
れ
を
了
承
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
平
安
義
会
・

京
都
桜
橘
財
団
両
方
の
設
立
に
も
尽
力
し
た
服
部
保
親
が
、
平
安
義
会
会
長
に
就

任
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

先
述
の
通
り
、（
十
四
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
報
告
書
」
で
は
、
平

安
義
会
と
京
都
桜
橘
財
団
が
、
と
も
に
奉
訣
式
と
遙
拝
式
を
執
行
し
て
お
り
、
平

安
義
会
会
長
の
服
部
保
親
と
京
都
桜
橘
財
団
理
事
長
小
森
猷
次
が
連
名
で
、
こ
れ

を
平
安
義
会
副
総
裁
尾
崎
三
良
に
伝
達
し
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）

十
二
月
に
お
け
る
京
都
桜
橘
財
団
の
設
立
の
経
緯
は
旧
稿（

（1
（

で
詳
述
し
た
が
、
そ
の

後
の
平
安
義
会
と
京
都
桜
橘
財
団
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
『
日
出
新
聞
』
大
正
元
年
八
月
六
日
の
記
事
で
は
、「
同
会
（
平
安

義
会
）
内
の
桜
橘
財
団
」
と
の
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』

文
書
番
号
一
九
「
本
団
事
務
所
敷
地
ニ
係
覚
書
」
に
収
め
ら
れ
た
書
類
の
な
か
に
、

両
団
体
の
事
務
所
に
関
す
る
取
り
決
め
が
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

（
二
十
二
）「
平
安
義
会
・
京
都
桜
橘
財
団
事
務
所
敷
地
に
関
す
る
覚
書
」
と
し
て

紹
介
す
る
。

（
二
十
二
）「
平
安
義
会
・
京
都
桜
橘
財
団
事
務
所
敷
地
に
関
す
る
覚
書
」

　
　
　
　
　

覚
書

第
一
項　

京
都
桜
橘
財
団
ハ
、
其
事
務
所
建
築
ノ
為
メ
、
平
安
義
会
ノ
所
有
ス
ル

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
寺
町
西
入
常
盤
井
殿
町
五
百
四
拾
参
番
地
ノ
内
、

其
東
南
一
隅
ノ
地
ヲ
借
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
二
項　

京
都
桜
橘
財
団
ハ
、
前
項
借
用
地
ノ
内
、
道
路
拡
築
ノ
為
メ
、
京
都
市

ノ
予
定
ス
ル
買
収
地
ヲ
除
ク
ノ
外
、
大
約
弐
百
有
余
坪
（
別
紙
略　

図
ヲ
示
ス

）
ニ
対
シ
、

壱
ヶ
年
壱
坪
ニ
付
、
金
五
拾
銭
ノ
割
ヲ
以
テ
、
毎
年
六
月
、
十
二
月
ノ
両
回

ニ
、
其
半
額
宛
ヲ
平
安
義
会
ニ
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス
、

第
三
項　

前
項
賃
借
料
支
払
義
務
ノ
発
生
ハ
、
京
都
桜
橘
財
団
カ
其
事
務
所
建
築

設
計
ニ
対
シ
、
評
議
員
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
、
総
裁
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
日
ノ
翌

日
ト
シ
、
爾
後
満
弐
拾
ヶ
年
間
ヲ
借
用
ノ
期
限
ト
シ
、
満
期
後
ハ
、
両
団
体

協
議
ノ
上
、
更
ニ
継
続
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
四
項　

第
一
項
ノ
借
用
地
ニ
係
ル
一
切
ノ
公
課
ハ
、
平
安
義
会
ニ
於
テ
負
担
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
五
項　

第
一
項
ノ
借
用
地
内
ニ
存
在
ス
ル
大
木
ハ
、
成
ル
ヘ
ク
之
ヲ
保
存
ス
ル

方
針
ヲ
以
テ
建
築
設
計
ヲ
為
シ
、
已
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
、
平
安
義
会

ノ
承
認
ヲ
得
テ
、
之
ヲ
伐
採
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
六
項　

第
一
項
ノ
借
用
地
ヲ
区
画
ス
ル
塀
墻
、
及
ヒ
中
門
ハ
、
京
都
桜
橘
財
団

ノ
経
費
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
移
転
又
ハ
改
造
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
七
項　

前
項
ニ
依
リ
、
移
転
改
造
シ
タ
ル
塀
墻
ノ
内
、
南
西
方
ノ
両
部
分
ハ
、

京
都
桜
橘
財
団
ニ
於
テ
保
存
修
理
ヲ
負
担
ス
ル
モ
、
北
東
方
ノ
部
分
ハ
、
借

用
地
外
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
、
平
安
義
会
ニ
於
テ
、
其
保
存
修
理
ヲ
負
担
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
、
但
両
団
体
カ
各
其
必
要
上
装
飾
ヲ
施
ス
ノ
工
費
ハ
、
各
其
負
担

ト
ス
、

第
八
項　

京
都
桜
橘
財
団
ハ
、
其
事
務
所
新
築
ノ
計
画
ヲ
決
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
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多
年
借
用
シ
来
リ
タ
ル
平
安
義
会
ノ
茶
席
等
ニ
修
理
ス
ル
ノ
経
費
（
金
四
百

円
）
ヲ
負
担
シ
、
聊
カ
報
償
ノ
誠
意
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
九
項　

前
項
ノ
修
理
及
移
転
ノ
設
計
及
施
工
ノ
方
法
ハ
、
両
団
体
理
事
ノ
協
議

ヲ
以
テ
決
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
十
項　

本
契
約
ハ
、
追
テ
両
団
体
ニ
於
テ
其
評
議
員
会
ノ
可
決
シ
タ
ル
時
ニ
ア

ラ
サ
レ
ハ
、
其
効
力
ヲ
有
セ
ス
、
前
項
ノ
決
議
ヲ
経
タ
ル
ト
キ
ハ
、
公
正
証

書
ヲ
作
製
シ
、
各
一
本
ヲ
領
置
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

右
契
約
ヲ
協
商
可
認
シ
、
爰
ニ
平
安
義
会
理
事
、
及
京
都
桜
橘
財
団
理
事
、
各
署

名
捺
印
ス
、

　

大
正
五
年
九
月
参
日

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
義
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
岡
光
哲
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
右
田
忠
太
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
秀
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
国
弘
吉
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
杉
保
定
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
桜
橘
財
団
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
林
維
新
（
印
）

　

こ
の
書
類
は
、
あ
く
ま
で
も
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
三
日
に
交
わ
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
両
団
体
の
事
務
所
を
取
り
ま
く
状
況
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
も
の
の
、
京
都
桜
橘
財
団
が
、
平
安
義
会
の
所
有
す
る
常
盤
井
殿
町

（
旧
二
条
邸
）
の
東
南
一
隅
を
借
用
し
て
、
こ
こ
を
事
務
所
と
し
て
い
た
こ
と
や
、

そ
の
契
約
内
容
の
詳
細
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
話
を
元
に
戻
す
が
、（
十
五
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
御
高
配

願
」
を
見
る
と
、
明
治
天
皇
御
大
喪
に
お
い
て
相
当
の
御
用
命
を
い
た
だ
き
た
い

と
の
願
い
出
は
、
平
安
義
会
や
京
都
桜
橘
財
団
の
よ
う
な
法
人
組
織
以
外
の
同
族

中
有
志
者
名
義
で
も
、
個
別
に
申
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
、

こ
う
し
た
御
用
命
は
平
安
義
会
の
よ
う
な
団
体
宛
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
大
正
元
年
八
月
十
日
に
同
会
会
長
服
部
保
親
以
下
理
事
八
名
が
、
副

総
裁
尾
崎
三
良
の
御
高
配
を
賜
り
た
い
と
願
い
出
た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
十
二
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」
八
月
十
二
日
条
に
よ
る
と
、

同
日
に
服
部
保
親
等
十
一
名
が
会
合
し
、
御
用
命
を
い
た
だ
い
た
際
の
準
備
と
し

て
、
人
名
な
ど
の
下
調
べ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、（
十
六
）
の
「
明
治
天
皇
御
大

喪
御
用
待
命
者
撰
抜
方
針
」
で
は
、
御
大
喪
御
用
待
命
者
の
選
抜
方
針
が
、
①
か

つ
て
の
身
分
は
問
わ
ず
平
等
に
扱
う
こ
と
、
②
成
年
以
上
の
会
員
（
男
子
）
で
京

都
周
辺
居
住
者
と
す
る
こ
と
、
③
御
用
命
が
あ
れ
ば
待
命
者
の
な
か
か
ら
理
事
会

が
随
時
抜
擢
す
る
こ
と
と
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。（
十
七
）
の
「
明
治
天
皇
御
通

夜
ノ
義
ニ
付
悃
願
」
と
（
十
八
）
の
「
明
治
天
皇
御
通
夜
ノ
義
ニ
付
指
令
第
九
号
」

か
ら
は
、
平
安
義
会
会
員
に
は
か
つ
て
禁
裏
御
所
に
奉
仕
し
た
朝
臣
や
そ
の
子
孫

が
多
い
た
め
、
八
月
十
二
日
付
で
宮
内
大
臣
渡
辺
千
秋
宛
に
代
表
者
一
両
名
の
殯

宮
祗
候
を
切
望
し
た
も
の
の
、
こ
の
願
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
な
お
、（
十
二
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」
八
月
十
七
日
条

に
よ
る
と
、
同
日
に
八
月
十
五
日
付
の
（
十
八
）
の
「
明
治
天
皇
御
通
夜
ノ
義
ニ

付
指
令
第
九
号
」
が
届
い
て
い
る
。

　
（
十
二
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」
八
月
二
十
八
日
条
を
見
る
と
、



―　　―34

御
大
喪
御
用
命
に
つ
い
て
は
、
宮
内
省
か
ら
地
方
官
・
知
事
へ
指
令
が
な
さ
れ
る

た
め
、
京
都
府
庁
に
人
員
調
書
を
提
出
し
、
京
都
府
知
事
よ
り
平
安
義
会
か
ら
は

二
十
五
名
を
採
用
す
る
と
の
内
命
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
十
九
）
の
「
明
治
天

皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
上
申
」
は
、
こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
作
成
・
提
出
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、（
十
二
）
の
「
明
治
天
皇
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
日
記
」

八
月
三
十
日
条
で
は
、
平
安
義
会
の
各
部
（
第
一
部
非
蔵
人
・
北
面
・
使
番
か
ら

第
七
部
社
家
ま
で
）
よ
り
選
抜
す
る
人
名
を
協
議
・
確
定
し
た
こ
と
、
九
月
三
日

条
か
ら
は
、
同
日
午
前
七
時
三
十
分
に
御
用
命
の
二
十
五
名
が
、
京
都
出
張
所
へ

出
頭
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
十
一
日
に
昭
憲
皇
太
后
が
崩
御
し
た
際

も
、
英
照
皇
太
后
・
明
治
天
皇
御
大
喪
に
当
た
り
御
用
命
を
受
け
た
先
例
を
根
拠

と
し
て
、
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
に
お
い
て
平
安
義
会
会
員
に
相
当
の
御
用
命
を
い

た
だ
き
た
い
と
、（
二
十
）
の
「
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
悃
願
書
」
が
、
四

月
十
五
日
付
で
同
会
会
長
服
部
保
親
よ
り
大
喪
使
長
官
波
多
野
敬
直
宛
に
提
出
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、（
二
十
一
）
の
「
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
ノ
義
ニ
付
答
弁
願
」

に
よ
る
と
、
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
に
つ
い
て
は
、
大
喪
使
か
ら
京
都
府
知
事
へ
採

用
方
が
依
嘱
さ
れ
、
知
事
か
ら
平
安
義
会
・
京
都
桜
橘
財
団
理
事
に
供
奉
者
の
選

抜
方
針
が
委
任
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
理
事
が
第
一
部
（
非
蔵
人
・
北
面
・
使
番
）

七
名
、
第
二
部
（
仕
丁
）
四
名
、
第
三
部
（
諸
官
人
）
七
名
、
第
五
部
（
摂
家
以

下
公
卿
家
家
来
）
二
名
を
選
抜
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
各
部
の
公
平
性
が
保
た
れ

て
い
な
い
と
の
不
満
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
以
上
が
本
稿
で
翻

刻
・
紹
介
し
た
史
料
か
ら
、
平
安
義
会
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
へ
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
に
得
ら
れ
た
知
見
で
あ
る
。

注（
１
）す
で
に
、「「
平
安
義
会
沿
革
概
略
」の
翻
刻
と
官
家
士
族
の
先
行
研
究
―『
平

安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
一
）
―
」（『
駒
沢
女
子

大
学
研
究
紀
要
』
二
四
、二
〇
一
七
年
）、「「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
四
」
の
翻
刻

と
平
安
義
校
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
二
）

―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
、二
〇
一
八
年
）、「「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
一
」
の
翻
刻
と
平
安
義
会
の
沿
革
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団

関
係
資
料
』
の
紹
介
（
三
）
―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
六
、

二
〇
一
九
年
）、「「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ
二
」
の
翻
刻
と
平
安
義
会
へ
の
授
産

金
引
継
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
四
）
―
」

（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
七
、二
〇
二
〇
年
）、「「
由
緒
沿
革
誌 

其
ノ

二
」
の
翻
刻
と
平
安
義
会
の
社
団
法
人
化
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財

団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
五
）
―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

二
八
、二
〇
二
一
年
）、「『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
翻
刻
と
京
都
桜
橘
財

団
の
設
立
―
『
平
安
義
会
資
料
』『
旧
桜
橘
財
団
関
係
資
料
』
の
紹
介
（
六
）

―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
九
、二
〇
二
二
年
）
を
発
表
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
詳
細
は
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
二
〇
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）
詳
細
は
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
一
九
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
詳
細
は
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
二
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）
詳
細
は
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
二
二
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）
拙
稿
以
外
の
平
安
義
会
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
小
林
丈
広
『
明
治
維

新
と
京
都
―
公
家
社
会
の
解
体
―
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）、
山
下
奈
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津
美
「
平
安
義
会
の
あ
ゆ
み
―
二
條
家
と
同
志
社
を
つ
な
ぐ
も
の
―
」（『
同

志
社
大
学
歴
史
資
料
館
館
報
』
一
一
、二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
７
）
伊
藤
隆
・
尾
崎
春
盛
編
『
尾
崎
三
良
日
記　

下
巻
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
二
年
）。

（
８
）
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
一
七
）。

（
９
）
注
（
７
）
同
書
。

（
10
）『
日
出
新
聞
』
大
正
元
年
八
月
六
日
（
二
面
）。

（
11
）『
尾
崎
三
良
自
叙
略
伝　

上
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
）。

（
12
）
注
（
１
）
拙
稿
（
二
〇
二
二
）。




